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第 3節 遺構と遺物
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第 3節 遺構と遺物

文施文土器。

S K130          位置 ②A区Ⅳ―D-17018

径2.6～ 2。 7mの略円形。

S K215          位置 ③区Ⅵ一M-11

北西一南東に長軸をもつ3.1× 2.8mの楕円形。16017含繊維で単節縄文羽状構成。16結節。石鏃 (第 592

図9)、 連続した余J離のある景J片 (第 595図116)出 ±。

S K227          位置 ① B区Ⅳ―A-18023

北一南に長軸をもつ3。 4× 3.2mの隅丸方形。18～ 20022～ 25回転縄文施文。25ループ文。21波頂部に縦

位沈線施文の隆帯貼付。波頂端部には竹管状工具による刺突、日唇部に連続刻み。石鏃 (第 592図 50170

22029・ 59063065)、 連続した微細な景J離のある余J片 (第 595図117:1200121・ 1250127)、 磨石 (第 597図 1670

171)出±。

S K253          位置 ① B区Ⅳ一A-4

北東一南西に長軸をもつ1.8× 1。 Omの楕円形。縄文時代前期後葉 S K002に切られる。26直線的な意匠

の半裁竹管状工具による並行沈線文。円形浮文を貼付。

(2)縄文時代前期後葉 (遺構図第546図、土器第547～ 550図 )

S K002          位置 ① B区Ⅳ―A-4

北西―南東に長軸をもつ1。 0× 0。 8mの楕円形。縄文時代中期 S K072に切られ、縄文時代前期中葉 SK

253を切る。石鏃 (第 592図 14)、 石錐 (第 593図 15)、 石匙 (第 593図 37)、 連続した剥離のある争J片 (第 595図 113)

出±。

S K003          位置 ① B区Ⅳ―A-4

2。 9× 2。 7mの不整形。縄文時代後期初頭 S K098を切る。S K002と S K003の 遺物は相互に接合 したた

め、本項にて一括して取り扱う。 1～ 10単節縄文施文後、半裁竹管状工具による並行沈線文を施す。 30

4円形浮文貼付。前期後葉諸磯 b式。石鏃 (第 592図13)出±。

S K042          位置 ① B区Ⅳ一A-9

北東一南西に長軸をもつ1.0× 0.9mの隅丸方形。11～ 14単節縄文施文。諸磯 b式。

S K049          位置 ②A区Ⅳ一 I-304

東―西に長軸をもつ0。 8× 0.7mの楕円形。15016単節縄文施文後、刻目微隆線を貼付。諸磯 b式。

S K070          位置 ① B区Ⅳ一A-409

北東―南西に長軸をもつ3.1× 2。 8mの楕円形。17半裁竹管状工具による並行沈線文。18～ 25単節縄文施

文後に半裁竹管状工具による並行沈線文。26～ 30単節縄文施文。諸磯 b式。石鏃 (第 592図 110350460

56～ 58)、 石錐 (第 593図 68072)、 石匙 (第 593図 86・ 89)、 凹石 (第 600図 194・ 195)出土。

―-557-一



第13章 中原遺跡群

S K080          位 置 ① B ttIV一 A-14

北―南に長軸をもつ楕円形か。南半分が削平される。56回転縄文RLを施文後半裁竹管状工具による並

行沈線文。諸磯 b式。

S K132          位置 ②A区Ⅳ一D-17

径0.9mの円形。57～ 65半裁竹管状工具による並行沈線施文後、中央を竹管状工具で刺突した円形浮文、

貝殻状突起を貼付。58061回唇外面に刻み。59062半裁竹管状工具による連続刺突された隆帯 2条を回縁

に平行して貼付。60半裁竹管状工具による結節沈線文が 3条、日縁に平行して施される。諸磯 C式。管玉

(第 597図166)出 土。

S K145          位置 ②A区Ⅳ一 I-3

北東―南西に長軸をもつ1。 3× 1。 lmの楕円形。66～ 71半裁竹管状工具による並行沈線文を地文 とする。

66・ 67竹管状工具中央刺突の円形浮文貼付。66貝殻状突起も貼付。68横位回転縄文RL施文後、並行沈線

文を施す。諸磯 C tt。 石鏃 (第 592図26030出±。

S K148          位置 ②AttIV― I-3

北西―南東に長軸をもつ2.3× 0.9mの歪んだ楕円形。72回転縄文RLを施文後、半裁竹管状工具による

連続爪形文。諸磯 a式。

S K149          位置 ②AttIV一 I-308

北―南に長軸をもつ1。 2× 1.Omの隅丸長方形。73半裁竹管状工具による斜行並行沈線を施文後、竹管状

工具による刺突。諸磯 a式。石鏃 (第 592図20、 磨石 (第 598図 17の 出±。

S K156          位置 ②A区Ⅳ一J-1

0.5～ 0。 6mの略円形。74細い半裁竹管状工具による結節浮線文。下島式。

S K160          
位 置  ②

AttIV一 D-21

北東―南西に長軸をもつ1。 5× 1.3mの楕円形。31035～ 48半裁竹管状工具による並行沈線文を地文とす

る。31中央に半裁竹管状工具による刺突のある円形浮文、貝殻状突起貼付。35036貝殻状突起貼付、日唇

外面に連続刻み。37～ 39中央に刺突のない円形浮文、37貝殻状突起も貼付。40041口唇に連続刻み。49回

転縄文RL施文後、刻目微隆線貼付。32050～ 55回転縄文施文。53さ らに半裁竹管状工具による並行沈線

文。33034有孔浅鉢。諸磯 C tt。

S K266          位置 ④区Ⅵ―H-3

個別遺構図なし。径 0。 8mの 円形。75口唇外面に連続刻み。

S K279          位置 ④区Ⅵ―C-21

東―西に長軸をもつ1.2× 0.7mの楕円形。76口縁に平行して半裁竹管状工具による結節沈線文を施す。

77～ 79半裁竹管状工具による並行沈線文。諸磯 C式。

-558-一
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位置 ④区Ⅵ一H-3
径0.6mの円形。80半裁竹管状工具による並行沈線文。諸磯 C式。

(3)縄文時代中期 (遺構図第551図、土器第552図 )

S K141 位置 ②A区Ⅳ―D-25
北―南に長軸をもつ1.3× 0.8mの楕円形。 102回 転縄文施文の隆帯で回縁部および胴部を区画し、胴
部は回転縄文 RLを地文とし、並行沈線文を施す。中期初頭五領ヶ台式。

S K187 位置 ③区Ⅵ―M-12017
北―南に長軸をもつ1.4× 0.9mの略楕円形。 3無文深鉢底部。

S K209 位置 ①B区Ⅱ―E-20025
東―西に長軸をもつ1。 7× 1.6mの隅丸方形。 4微隆線で区画する磨消縄文で縦位回転縄文 LR。 石鏃

(第 592図31)出±。

S K229 位 置 ③区Ⅵ―R-5
5口唇端部面取りし、内外面肥厚。 6回転縄文RLに、沈線文を加北西―南東に長軸をもつ略楕円形。

える。

S K294

①
　
■

一-564-一



第 3節 遺構と遺物
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位置 ②B区Ⅵ一L-9

0.3～ 0。 4mの略円形。 7隆帯区画内をヘラ沈線および刺突で充填。中期中葉焼町土器。

S K264 位置 ④区Ⅵ―H-8

北一南に長軸をもつ0。 8× 0.7mの略楕円形。 8～ 10横位回転縄文LR施文。 809さ らに半裁竹管状工

具による並行沈線文を施す。中期初頭五領ヶ台式。

位置 ④区Ⅵ―H-409

S K248

S K290

一-565-



第13章 中原遺跡群

北東―南西に軸をもつ1.4× 1。 3mの卵形。11刻 目隆帯による区画内を並行沈線文充填。

(4)縄文時代後期 (遺構図第5530554図、土器第555～ 562図 )

S K005          位置 ① B区Ⅳ一A-16017

径1.lmの略円形。縄文時代 S K006を切る。 1ナデ調整、無文。 2橋状把手付きの注目土器か。回転縄
文 LRの磨消縄文。後期初頭称名寺式か。

S K011          位置 ① B区Ⅳ―F-2

径1.1～ 1。 2mの略円形。断面形は若干オーバーハングする。 3～ 5縦位に文様が展開する磨消縄文。 5
は口縁に環状突起が付 く。 6区画沈線のみ。 7010指頭による刻目隆帯を回縁に平行させる。 809縦 位
並行条線施文。 8口 縁に平行する沈線で区画。後期初頭称名寺式。

S K012          位置 ① B区Ⅳ―F-2

径1.4～ 1.5mの略円形。縄文時代後期初頭 S K032に 切られる。11回縁に平行する断面三角形の隆帯と

沈線で区画し、胴部に縦位の櫛歯状工具による条線を施す。この土器はほぼ半分ずつS K012と S K013で

出土し、整理中に接合したものである。12渦巻状突起。13口縁端部を肥厚し、平坦部分に連続刺突を施

す。14015磨消縄文。16櫛歯状工具による条線文。17網代痕底部。後期初頭称名寺式。

S K013          位 置  ①
B区 Ⅳ 一 A-21

東―西方向に長軸をもつ1.5× 1.3mの略楕円形。11の半分が S K013か ら出±。後期初頭称名寺式。砥

石 (第 600図193)出 土。

S K014          
位 置  ①

B区 Ⅳ
一 F-6

径1.2～ 1.3mの略円形。図化できる遺物は出土しなかったが、土層および土器片はS K012に 類似。後

期初頭か。

S K015          位置 ① B区Ⅳ―F-607

径 1。 2mの円形。 S K014と 同じ。後期初頭か。石鏃 (第 592図18)出±。

S K016          位 置  ① B ttIV一 F-607

北東―南西に長軸をもつ1.7× 1.3mの長方形。21回縁に平行する断面三角形の隆帯を貼付。22ナデ調

整、無文。23網代痕底部。後期初頭。

S K032          位置 ①B区Ⅳ―A-220F-2
径1.1～ 1.2mの略円形。縄文時代後期初頭S K012を切る。

S K093          位置 ①B区Ⅱ―J-3
径0。 8～ 0.9mの略円形。26口縁に平行する指頭刻目隆帯を巡らす。後期初頭。

位置 ①B区Ⅳ一F-6S K103

一-566-一
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北西―南東に長軸をもつ1。 1× 0.9mの楕円形。27波頂部から刻目隆帯を垂下する磨消縄文。28内外面 ミ

ガキ調整。29ナデ調整、無文。31032刻 目隆帯で区画し、区画内に沈線文。33035並行沈線で区画。34隆

帯貼付。後期初頭称名寺式。

S K106          位 置  ① B区 Ⅳ 一 F-6011

北―南が最長の現存1。 6× 1.2m。 24025磨消縄文。回転縄文LR。 後期初頭称名寺式。

S Klll          位置 ①B区Ⅱ一J-3
ほぼ東―西に長軸をもつ1.8× 1.6mの楕円形。36～ 38単節縄文の磨消縄文。後期初頭称名寺式。

S Kl12          位 置  ①
B区 Ⅳ

一 A-4

径1.lmの略円形。縄文時代前期中葉 S K076を切る。39S字状にねじった隆帯などを貼付し橋状把手を

施す。頸部は無文。胴部上端は並行 3本沈線で区画し、波頂部に合わせて 2個対の円形刺突文を施す。区

画沈線の下位は並行沈線間を磨消した意匠が展開すると思われる。後期前葉堀之内 1式。

S Kl17          位置 ① B区Ⅳ一A-19

個別遺構図なし。40注目土器。注目の上面に対向する弧状沈線の両端に刺突文を施す環状の橋状把手が

つく。後期初頭から前葉か。

S K162          位置 ① B区Ⅱ―J-405

ほぼ北―南に長軸をもつ2.2× 1.8mの略楕円形。縄文時代後期前葉 S K122に切られる。41042ミ ガキ

調整、無文。43底部外面網代痕をナデ消している。

S K203          位 置  ① B区 Ⅱ 一 E-24025

径 1。 4mの略円形。縄文時代後期初頭 S K202に切られる。44回転縄文 LRの施文。磨消縄文。後期初頭

称名寺式。

S K207          位置 ① B区Ⅱ―J-5

東―西に長軸をもつ2.2× 1.4mの略楕円形。45～ 47沈線区画。46同心円状の並行沈線文を三角形の並行

沈線文で繋 ぐ。堀之内 1式か。

S K224          位置 ① B区Ⅱ―J-409

北―南が最長の2.3× 1.8m。 48口縁に平行する刻目隆帯が末端は口唇の方に向いているもの。49052ナ

デ調整。50磨消縄文。51並行沈線文。後期初頭称名寺式。

S K225          位置 ① B区Ⅳ―A-18

北西―南東に長軸をもつ1.6× 0.9mの楕円形。縄文時代前期中葉 S B02を切る。53口縁に並行するヘラ

状工具による刻目隆帯。後期前葉か。

位置 ②AttIV一 J-17S K237

一-567-一
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1.5～ 1.6mの歪んだ円形。54ゆるやかな波状口縁。日縁部を「く」字状に屈曲し作出。凹線文が施され

る。55対の円形刺突間に弧状凹線が施され、頸部に刻目隆帯を垂下。56指頭による刻目隆帯。57上端に橋

状つまみが付く蓋。内外面に赤彩が残る。赤彩が収縮しひび割れており漆か。58ナデ調整。59口縁部に凹

線文。60若千肥厚し内反する日縁部の下端に連続刺突。61底部外面がナデ消される網代痕。後期前葉堀之

内 1式。スクレイパー (第 596図1390140)出±。

S K238          位置 ②A区Ⅳ―D-21

東―西に長軸をもつ1.2× 1.Omの略楕円形。62並行沈線間に刺突文。63指頭による刻目隆帯貼付。64回

転縄文LR。 磨消縄文。65櫛歯状工具による条線文。後期初頭称名寺式。

S K247          位置 ②A区Ⅳ―J-17
北東―南西に長軸をもつ1。 7× 1.5mの楕円形。66沈線文。67068070ナデ調整。69ケズリ調整。71072

単節縄文の磨消縄文。73074櫛歯状工具による条線文。75広葉樹の葉痕。

S K258          位置 ②A区Ⅳ一N-14
北―南に長軸をもつ1。 9× 1.7mの楕円形。中央にさらに掘り込みがある。76ケズリの後ミガキ調整。回

唇端部外面を面取りする。77浅 く刻む隆帯貼付。78回転縄文LR施文。外面に赤彩残存。

S K259          位置 ②A区Ⅳ―N-14
0.6～ 0.7mの円形。79ヘラ描き沈線の渦巻文が施される注目土器の橋状把手。80回転縄文LRに、沈線

文を施す。後期前葉堀之内 2式。

S K261          位置 ②A区Ⅳ―N-9014
径1.7二 1.8mの略円形。81回縁内外面に並行沈線文を施す。外面並行沈線の最上段には細い斜行連続刻

みが施される。82回縁内外面に並行沈線文が施され、口唇端部は刻まれる。内外面とも丁寧な横位ミガキ

調整。83外面斜位ケズリ。粗製無文土器。84口唇内面に刻み、口縁内面に並行沈線文が施され、横位ミガ

キ調整。85086網代痕。後期中葉加曽利Bl式。

S K262          位置 ②AttIV一 N-15
個別遺構図なし。径1.4～ 1.5m略円形。87並行沈線文間を浅く鋭いヘラ状工具で刻む。88回転縄文LR
に、並行沈線による区画。さらに弧線で縦位に区切る磨消縄文。後期中葉加曽利Bl式。クルミの殻、石

鏃、磨石出±。貯蔵穴を廃棄したものか。

S K263          位置 ②A区Ⅳ―N-14015
北―南に長軸をもつ2.1× 1.7mの楕円形。89口縁が「く」字状にゆるやかに屈曲。回転縄文LR施文の

磨消縄文。90竹管状工具による縦方向対の刺突。「 8」 字状貼付文。91092沈線文が施された口縁部文様

帯はかろうじて僅かに「く」字状に屈曲し作出される。93幾何学的な区画の磨消縄文。後期前葉堀之内 2

式。クルミ殻出±。

位置 ②A区Ⅳ一N-15S K272

一-568-一
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第562図  縄文時代後期の上坑出土土器(a

径1.6mの歪んだ円形。断面形はオーバーハングする。94対向弧線文間に短弧線が施される注目土器胴

部か。内外面丁寧なミガキ調整。95内外面に並行沈線区画による磨消縄文。丁寧なミガキ調整。96ミ ガキ

調整。97ナデ調整6後期中葉加曽利Bl式。

位置 ②A区Ⅳ一N―不明
98ミ ガキ調整。990100ナデ調整。101並行沈線文。後期中葉か。

S K273

個別遺構図なし。

S K274 位置 ②A区Ⅳ-0-6
北西―南東に長軸をもつ2。 2× 1。 7mの楕円形。102回 縁端部が内向きに屈曲する階段状の縦位短沈線で

区画された並行沈線の磨消縄文。内面にも並行沈線が施される。内外面ともに丁寧なミガキ調整。1030

一-578-一
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S K230

径 0.9mの円形。

式」並行か。

S K280

瞬

40

P(cm)

第566図  弥生時代後期から古墳時代前期の土坑出土土器

キ調整。晩期か。

S K185 位置 ③区
個別遺構図なし。 2ゆ るやかな波状口縁で波頂部を棒状工具で刻む。 3～ 7粗い条痕。二枚貝フネガイ

科の貝殻条痕や氷 1式特有の細密条痕とも異なる。焼成は全体にやや軟質。「氷 2式」並行か。

β

Ｌ

位置 ③区VI― R-5

8ナデ調整。10粗い条痕。S K185の 3～ 7の土器と工具、胎土、焼成が類似。「氷 2

位置 ④区Ⅵ一H-102

現存3.2× 1.2mの楕円形か。半分程度が調査区外に広がると考えられる。11口唇端部外面に浅い刻みが

付き、頸部に粗い条痕が施される。13粗い条痕。11013と もにS K185の 3～ 7の土器 と工具、胎土、焼

SK063

髪 ≡ 菱 チ  ミン  __

f 多′
を

一-581-一
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成が類似。12有髯土偶の顔。内面に景j離した痕跡があり。これ全体が本体に付着するような形態であった

ことが伺える。また顔には僅かに赤彩が残る。「氷 2式」並行か。敲石 (第 599図 190)出±。

(6)弥生時代後期から古墳時代前期 (遺構図第564図、土器第566図 )

S K063          位置 ②A ttIV― D-23
径0.6mの円形。 1高不か。 2櫛描波状文甕。弥生時代後期箱清水式。

S K216          位置 ③区Ⅵ一M-11
径0.6mの円形。 3高不か。 4小型精製鉢。内面丁寧なミガキ調整。古墳時代前期。

S K236          位置 ② AttIV― D-23

北東二南西に長軸をもつ1.1× 0.7mの楕円形。 506櫛 描波状文の甕か。

S K240          位置 ② AttIV― D-21
1.6× 1.5mの不整形。 7櫛描波状文の甕。

S K241          位置 ②A ttIV― D-21022
北東―南西に長軸をもつ0.5× 0。 4mの楕円形。 809櫛描波状文の甕。

4 溝 と土器
S D03・ 04          位置 ① B区 (遺構図第501図、土器第567図 )
縄文時代前期後葉 S K070精査時に帯状の落ち込みが見られた。当初 2条の溝かと想定したが、掘 り下

げたところ区別できなくなったので、同一の溝と考えた。 1～ 305須恵器。 102蓋 。 3高台付不。 5
短頸壺。 4内面黒色処理、脚部縦位ヘラケズリの土師器高不。遺物は古代のものだが、土層の土は水田の

石垣の裏ごめの土と酷似しているので、この溝の年代自体は近代以降のものと考えられる。

S D08            位置 ③区 (遺構図第504図、土器第568図 )
図化できなかったが、近世以降の陶磁器片が若干出土していて、土層も現耕作土に類似する。溝が完全

に埋没したのは近世以降か。しかし、遺物の大半は縄文時代から弥生時代に集中し、ほとんど磨滅してい

ない。 1～ 4中期初頭。 6中期中葉焼町土器。 5中期後葉加曽利E式。 9土偶脚。中期か。中央に焼成前
の穿孔あり。 7浅 くヘラ状工具で刻む低隆帯。 8低隆帯貼付。 708後 期か。10011014細密条痕。11波
頂部を刻む。12粗い条痕613蛇行沈線文。10～ 14胎土が弥生時代前期 S K230 0 280出 土土器と似る。15櫛

描条線文。弥生時代後期か。

S D09            位置 ③区 (遺構図第504図、土器第569図 )
1連続三角形文。中期中葉勝坂式。 203半裁竹管状工具による結節沈線文。前期後葉。図化できたも
のはこの縄文土器 3′点だけで、詳細な所属時期は不明。

S D10            ィ肱置 ②A区 (遺構図第5020507図、土器第570～ 580図 )
②A区の南東部を走る流路跡。周辺からはS K237 0 247 0 258 0 259 0 261～ 26302720274と いった縄文

一-582-一
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時代後期前葉から中葉の貯蔵穴が検出されていて、これらの遺物と溝内出土遺物がおおよそ対応する。溝

の中の後期土器は磨滅せず、かなりの範囲で接合している。後期以前の磨滅している土器とは対照的であ

る。後期初頭から中葉まで溝全体に土器がまとめて廃棄され、磨滅するような移動はしていない。ただ

し、後期中葉加曽利Bl式以降の遺物は全 く出土していないので、その後は廃棄場としての機能は失い、

流路としてもまもなく埋没したものと考えたい。

1～ 6後期初頭称名寺式段階。

7～ 11称名寺式末から堀之内 1式成立段階。

708頸部にも文様があるが、日縁部文様帯を作出する。この手の土器は釜村田遺跡 S B01で堀之内 1

式成立期の土器と共伴。 9010細 沈線。11こ のような意匠は称名寺式にはあまり見られない。

12～ 29堀之内 1式古段階。

12～ 18口縁部肥厚ないし屈曲させることで明確に作出し頸部と胴部でさらに屈曲する鉢。19020内湾す

る鉢。口縁部文様帯の意匠は堀之内 1式の深鉢と類似する。21同心円ないし渦巻状の胴部単位文様を直線

的な並行沈線文で繋 ぐ磨消縄文。22～ 24浅鉢。

25～ 29堀之内 1式新段階。

25～ 29口縁部を屈曲させて文様帯を作出するが屈曲はゆるやかな鉢。また内面にも文様を施文する。頸

部は無文だが、27の ように刻目細隆線を貼付するものもある。28029は 3条ないし4条の並行沈線による

磨消縄文。ゆるやかな縦長の楕円形ないし弧状を描 く。

30～ 40堀之内 2式。

30～ 34屈曲する鉢。30外面の口縁部文様帯は喪失し、内面にかろうじて単位文様が波頂部に合わせて施

文される。頸部には波頂部から刻目細隆線が垂下する。31～ 34頸部および胴部に同様に刻目細隆線が貼付

される。31034「 8」 字状貼付文。34幾何学的な三角形磨消縄文。35～ 38ほ とんど屈曲しない朝顔形深

鉢。35036胴部上半に幾何学的な区画文。36～ 38口縁に平行する刻目細隆線貼付。36037さ らに縦位連環

状「 8」 字貼付文で刻目細隆線を区画。39040ゆ るやかに屈曲し、口縁部が開く鉢。朝顔形深鉢同様幾何

学的な磨消縄文を施す。

41～ 86加曽利Bl式。

41～ 59寸胴な並行沈線を意匠とする磨消縄文の深鉢。単位文様としては41050052対向弧線間に短弧線

文を施すもの。46階段状に縦位短沈線で区画するものがある。60～ 67内面に並行沈線文を施す浅鉢。

以下、注目土器、無文土器、底部は深鉢、鉢などの型式学的細分にうまく対応できないものが多いので

一括した。

68～ 86注目土器。

77～ 79堀之内 2式。83086加曽利Bl式。それ以外は堀之内 1式ないし2式に伴うものだろう。

87～ 95無文土器。

口縁端部や調整の差があり、これらは年代差であると思われるが峻別は難しい。87089091092094ナ

デ調整。88ケ ズリ調整。90093095ミ ガキ調整。93かすかに口縁端部を外面に作出し、沈線を施す。95口

縁端部に突起を施すので、ともに無文土器とすべきではないかもしれない。

96～ 130底部。

繊維が直交ないし斜交する網代痕が大半。99同心円状の網代痕。106広葉樹の葉痕。107斜位条痕。108

種子圧痕か。

石器は石鏃 (第 592図 10025・ 27042)、 石匙 (第 593図79083・ 第594図 94)、 黒曜石石核 (第 595図 130)、 打製石

斧 (第 596図 146・ 1480151)、 磨石 (第 598図 176)、 凹石 (第 598図181)出±。

-583-一
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第13章 中原遺跡群

5 遺構 に伴 わない土器・土製品
(1)縄文時代草創期・早期 (第 581図 )

1絡条体圧痕。草創期。 2～ 39押型文。 2背向する横位回転 2単位の山形文。卯ノ木式古段階の格子目

文との関係が注目される。 3～ 14山形文。 304胎 土に黒鉛を含む帯状施文。沢式。 50,9011012帯状
施文。樋沢式か。15～ 31楕円押型文。26028029縦位もあるが、それ以外は斜位ないし横位回転施文。ほ

とんどが密接施文だろう。21022か すかに繊維を含む。「細久保式」。32～ 39大型のおそらく2単位の山形

文と楕円押型文、ヘラ状工具による連続三角形文も施される。粗粒の石英を多量に、また繊維を胎土に含

む。同一個体。相木式。40尖底。胎土の様相から早期に含めた。

(2)縄文時代前期 (第 582～ 585図 )

1～ 15前期初頭。いずれも胎土に繊維含む。 1～ 9単節横位回転縄文。 1～ 3波頂部口縁外面に短い縦

位隆帯を貼付し、肥厚。中道式。 4～ 9ゆ るやかに外面を肥厚。 6縄文原体の側面圧痕。10～ 13絡条体を

左右交互斜位回転し斜交させ、鋸歯状の撚糸文を施す。14縄文原体の側面圧痕、竹管状工具による刺突。

花積下層式。15尖底。

16～ 69前期中葉。16～ 19薄手堅緻で胎土に繊維を含まない。木島式。16半裁竹管状工具による並行沈線

文で斜格子文を描き、口縁部と胴部境界に連続爪形刺突文を施す。17口唇端部に刻み。18・ 19微隆線下端

に 2列の連続刺突文を施す。20～ 25木島式に比較するとやや厚手で胎土に繊維を含み、ヘラ状工具などで

斜格子文を施す。木島式の影響を受けた在地系か。26～ 32関山式。胎土に繊維を含むものが多いが前期初

頭ほどはっきり混入されない。26口縁部半円形突起。半裁竹管状工具で弧状に沈線文を施す。27半裁竹管

状工具による並行沈線間を連続刻み。鋸歯状の意匠を施す。28029半裁竹管状工具により横位区画し、蛇

行沈線文を充損。30032コ ンパス文。31ループ文。33～ 38神 ノ木式。胎土に繊維は含まれない。33～ 37口

縁部に 3′点1単位の櫛歯状工具による連続列点状刺突文。33～ 35037半裁竹管状工具による蛇行沈線文併

用。38口縁部並行沈線文間に櫛歯状工具による横位列点状刺突を施す。胴部単節の横位回転縄文。39～ 43

有尾式。41042胎 土に若千繊維を含むが僅かであり、それ以外は含まれない。幅広の半裁竹管状工具によ

る並行沈線を施した後同工具による連続爪形文を施す。44～ 48横位編目状撚糸文。胎土に繊維含む。大木

2a式。有尾式に並行する資料か。49～ 69胎土に繊維を含む回転縄文。61・ 63067直 前段合撚を横位回

転。62撚糸文 Lを縦位回転施文。

70～ 98前期後葉から末。70～ 72回縁断面が内湾するゆるやかな波状口縁。諸磯 b式。70回転縄文施文。

71半裁竹管状工具による並行沈線文。72刻 目細隆線貼付。73口唇外面刻む。回転縄文 L施文。74横位回転

縄文 RL、 貝殻状突起を貼付。諸磯 C式。75076横位回転縄文RL施文、半裁竹管状工具による並行沈線
文。77横位回転縄文 RL、 ヘラ状工具による刻目が施された低隆帯を貼付。以上諸磯 b式。78～ 84半裁竹

管状工具による並行沈線を地文とし、円形浮文、貝殻状突起を貼付。諸磯 C式。81半裁竹管状工具による

結節沈線文を垂下する。85～87半裁竹管状工具を地文とし、結節沈線文を施す。下島式 (諸磯C式並行)。

88半裁竹管状工具による並行沈線間を同工具による連続爪形刻み。浅鉢か。89090横位回転縄文 LR。 ゆ

るやかな口唇波頂部に刻む浅鉢。外面に赤彩残る。90焼成前穿孔。91092横位回転縄文RL(沈 線文、三

角形陰刻文を施す。ともに橋状把手が景J落したような痕跡ある。93日縁部が内湾する浅鉢。赤彩が残る。

95胴部には横位回転単節縄文を施文し、羽状構成。日縁部には指頭押圧によって鋸歯状をなす隆帯を貼

付。新潟県鍋屋町遺跡、東部町真行寺遺跡群 S K250(第 6章)に類例あり。前期末諸磯 C式以降か。96横

位回転縄文RL施文し、半裁竹管状工具の結節浮線文貼付。北白川下層Ⅲ式か。97内外面に結節浮線文を

施し、鋸歯状の三角形陰刻文を描 く。98同心円状の沈線文。以上北陸系か。

(3)縄文時代中期 (第 586図 )
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第586図  縄文時代中期の土器

一-602-一

２０

％



第 3節 遺構と遺物

1～ 4中期初頭。 102半 裁竹管状工具で窓枠状に区画。 1斜格子文充損。 2回転縄文充損。 3口 縁部

内面を肥厚し半裁竹管状工具による連続刺突。浅鉢。 4胴部上半は半裁竹管状工具による斜格子文、胴部

下半は回転縄文を地文とし、半裁竹管状工具による「Y」 字状の沈線文を施す。

5～ 9中期中葉。 5沈線区画内に並行沈線充填。 6区画隆帯脇に連続山形文を施す。 7若干外面に肥厚

した部分は無文で、胴部回転縄文。 8顔面様の沈線文が上面に施された突起。 9ソ ロバン玉形底部。 6

～ 9勝坂式およびその並行期の土器。

10～ 20中期後葉。10窓枠状隆帯内を短沈線で充損。11胴部沈線区画内を「ハ」字状短沈線で充損。12上

下に貫通する橋状把手。13～ 15017～ 20沈線ないし微隆線で区画する磨消縄文。加曽利E式。16沈線区画

内を斜格子文で充填。

(4)縄文時代後期 (第 587図 )

1～ 7口縁部と胴部の文様帯は不分別の磨消縄文。後期初頭称名寺式から前葉堀之内 1式成立段階。 8

口唇端部を面取りし沈線を施す。胴部は回転縄文RLを施文し、縦位並行沈線で区画。後期前葉堀之内 1

式成立段階。 9焼成前穿孔のある蓋。10注目ないし瓢形壺の橋状把手。 9の ような蓋はこのような器種に

対応する。11後期前葉堀之内 1式鉢。12013刻 目隆線。後期前葉堀之内 2式か。14・ 15口縁部内面に並行

沈線文を施す鉢ないし深鉢。後期中葉加曽利 B式。

(5)縄文時代晩期から弥生時代前期 (第 5880589図 )

1口 縁部外面を僅かに肥厚し、 8単位の浅い刻目がつく小波頂。頸部は横位 ミガキ調整。口縁部と胴部

は粗い条痕調整。 2頸部で屈曲し口縁が内傾する壺。口縁部に 4単位ふた瘤の小突起がつ く。外面粗ぃ条

痕調整。 3浅い刻みをもつゆるやかな波状口縁。 405やや粗い条痕調整。 607口 縁部が外反し端部に

刻みを施す壺。 8～ 14粗粒の l mm内外の石英、長石粒を含み、色調も白っぽい。東海系条痕文土器の壺な

いし甕。 8010～ 13二枚貝フネガイ科の貝殻条痕か。 9貝殻条痕に酷似するが、条の間隔がややあきすぎ

る。貝殻条痕を模したものか。14～ 16広葉樹の葉痕。17018は 5条櫛歯状工具による蛇行細条線。軟質の

褐色粒子が日立ち、全体に自っぽい色調であるので、本項に含めた。19土偶の顔。縁辺に浅い刻みが施さ

れる。

(6)弥生時代後期から古墳時代 (第 590図 )

1櫛描波状文甕。 2内外面 ミガキ調整の鉢。箱清水式系統の土器だが、古墳時代前期まで下がるかもし

れない。 3二重口縁のハケロ調整の土師器甕。 405縦位ヘラケズリ土師器甕。 6土師器壺。

(7)古代 (第 591図 )

1～ 7土師器不。 6灯明皿。 9～ 11須恵器不。12～ 27黒色土器不。29～ 31黒色土器盤ないし皿。280

32～ 34土師器甕。28ハケロ調整。32～ 34ロ クロ成形後、ヘラケズリ調整。35外面平行叩きの須恵器甕。

36～ 38土製円盤。36土師器素材。37038須 恵器甕素材。

6  石署肇(第 592～ 601図 )註 1

1～ 129小型の争j片素材石器。 1～ 66石鏃。 2010020027151066チ ャー ト製。49玉髄製。それ以外

は黒曜石製。66だけが有茎式。67～ 75石錐。70だけが玉髄製。それ以外は黒曜石製。76～ 97石匙。76～ 91

横長型。92～ 97縦長型。石材は多岐にわたり先第 3系石材では76078084092チ ャー ト製。81千枚岩質凝

灰岩製。88095097千枚岩質粘板岩製。96珪質粘板岩製。第 304系の石材では77080085～ 87089093

黒曜石製。79083090094ガラス質安山岩製。82玉髄製。91珪質頁岩。98～ 105小型のスクレイパー。98

チャー ト製。102頁岩製。103千枚岩質粘板岩製か。それ以外は黒曜石製。106～ 116連続した争J離がある争j

片。112のみがチャー ト製。それ以外は黒曜石製。117～ 129連続した微細な景J離のある景1片。すべて黒曜

一-603-―
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石製。

130～ 134石核。134粘板岩か。それ以外黒曜石。

135～ 142大型の剥片素材石器。大型のスクレイパー。137ガラス質安山岩製。それ以外は千枚岩質粘板

岩製。

143～ 155打製石斧。149第 3系の黒色頁岩製。別所層か。それ以外は千枚岩質粘板岩あるいは硬砂岩製。

156～ 203礫素材石器。156砥石。砂岩製。157～ 165磨製石斧。166管玉。滑石製か。底部が打ち抜かれた
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第13章  中原遺跡群
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第599図  石器(0(凹石・敲石)

完形の諸磯 C式土器が伴うS K132か ら出±。167～ 192磨石類。とくに石材を明示しないものは安山岩製。

170特殊磨石。17401750178砂岩製。179～ 187凹石。1680188～ 192敲石。192花同岩製。193大型の砥石。

砂岩製。1940195大型の凹石 降の巣石)。 多孔質安山岩製。196～ 201台石。196硬砂岩製。それ以外は板

状節理の発達する輝石安山岩製。2020203石皿。安山岩製。

註 1 本遺跡の石器分析研究にあたっては町田勝則氏の多大なる御指導を得た。

7 銭貨 (第 602図 )
宋銭などの渡来銭は2元符通宝のみ、他はすべて近世の寛永通宝。
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第601図  石器00(凹石・石皿 )
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第 4節 縄文時代後期土坑の内容物

第 4節 縄文時代後期土坑の内容物

パリノ・サーヴェイ株式会社

1 は じめに

中原遺跡群では縄文時代前期から晩期、弥生時代後期、古墳時代、平安時代の土坑や住居跡などが検出

されている。このうち、縄文時代後期の土坑の機能としては墓墳の可能性が推定されている。よって、こ

の推定を検証すべ く、 リン・カルシウム分析を行う。

2 試料
分析対象とした 5基の土坑内覆土から、遺体成分の残存している可能性が高いと思われる試料をSK

006で 8点 (内 3点がリン・カルシウム分析試料)、 S K008で 7点 (内 4点がリン・カルシウム分析試料)、 S K011

で12点 (内 8′点がリン・カルシウム分析試料)、 S K014で 10点 (内 5″点がリン・カルシウム分析試料)、 S K015で 10

点 (内 6″点がリン・カルシウム分析試料)を選択し、分析に供した。また、これら試料の対照試料として、 S

K00500110012付近の地山土壌各 1′点 (計 3″点)を分析に供した。

各分析試料の状態については、次の通りである。乾湿が全体的に反乾状態で、土色は褐色系を基本に黒

みの強い試料 (黒褐～暗褐)と 黒みの弱い試料 (褐～黄褐)に大別される。また土性は、ほとんどの試料が

砂質壌土に分類され、比較的砂の割合が多い。土色、土性あるいは立地から判断して、これら試料は土壌

分類での火山性黒ボク土あるいはその下層土に相当する土壌と見られ、リン酸吸収係数などが比較的高い

ことが想定される (第 13表 )

3 分析方法
土壌標準分析・測定法委員会 (1986)、 土壌養分測定法委員会 (1981)、 京都大学農学部農芸化学教室

(195つ を参考に、以下に示す操作工程で行った。

試料を風乾後、軽 く粉砕して2。 00mmの節を通過させる (風乾細土試料)。 風乾細土試料の水分を加熱減量

法 (105℃ 、5時間)に より測定する。風乾細土試料2.00gを ケルダール分解フラスコに粋 り、はじめに硝

酸 (HN03)約 5祀を加えて加熱分解する。放冷後、過塩素酸 (HCЮ4)約 10配に定容してろ過する。ろ液

の一定量を試験管に採取し、リン酸発色液を加えて分光高度計によリリン酸 (P205)濃度を測定する。別

にろ液の一定量を試験管に採取し、干渉抑制剤を加えた後に原子吸光光度計によリカルシウム (CaO)濃

度を測定する。これら測定値と加熱減量法で求めた水分量から乾土あたりのリン含量 (P205mg/g)と カル

シウム含量 (Ca/g)を求める。

4 結果・考察
リン・カルシウム分析の結果を第14表に示す。

(1)地山 (対照試料)の リン酸 0カルシウム含量

リン酸 :1.57～ 1。 76mg/gの範囲にあり、比較的近似した値が認められる。ところで、土壌中に自然に

含まれるリン酸量、いわゆる天然賦存量については、いくつかの報告事例があり (Bowen1983、 Boit・ Brug‐

genwert1980、 川崎ほか1991、 天野ほか1991)、 そこから推定される上限値は約3。 Omg/gである。したがって、

この上限値を著しく越える土壌 (5。 Omg/gの土壌)に は多量のリン酸を含有する物質混入が指摘される。本

結果では、いずれの、地山試料においても3.Omg/g以上の値は認められない。しかも試料間のばらつきが
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第13章  中原遺跡群

註(1)土色 :マ ンセル表色系に準じた新版標準土色帖 (農林水産技術会議監修1967)に よる。

9)土性 :土壌調査ハンドブック記載の野外土性の判定法 (ペ トロジスト懇談会1984)に よる。
SL0 0・ 砂質壌土 (砂は強く感じ、粘土をあまり感じない。)
L・ ・・壌土 (あ る程度砂を感じ、粘 り気もある。)

3)リ ン酸、カルシウムの単位は乾± lgあ たりのmgで表示。

第13表  リン・カルシウム分析試料と分析結果

遺構名 試料番号 土色・土性 乾湿
リン酸含量
P205mg/g

カルシウム含量
CaOmg/g

S K006 2

4

6

8

10

12

14

16

10YR3/3暗褐・SL
10YR3/3暗褐 O SL

10YR3/4暗褐・SL
10YR3/4暗褐・SL
10YR3/4暗褐・SL
10YR3/3暗褐 OSL

10YR3/3暗褐・SL
10YR2/3暗褐・SL

半乾

半乾

半乾

半乾

半乾

半乾

半乾

半乾

1.55

1.61

1.58

1.65

1.59

1.60

1.51

1.55

5.41

5.26

5。 77

S K008 1

3

5

7

9

10

11

10YR4/4褐 ・SL
10YR3/4暗褐 OSL

10YR3/3暗褐・SL
10YR4/4褐 ・SL
10YR3/4暗褐・SL
10YR4/4褐 ・SL
10YR4/4褐 ・SL

半乾

半乾

半乾

半乾

半乾

半乾

半乾

1.60

1.48

1.43

1.40

1.45

1.45

1。 40

5.05

5.28

4.73

4.54

S K011 1

2

3

4

6

8

10

12

15

17

20

21

10YR2/3黒褐 OSL

10YR4/2灰黄褐 O SL

10YR2/3黒褐 OSL

10YR3/3暗褐 e sL

10YR3/2黒褐 esL

10YR2/3黒褐・SL
10YR3/2暗褐 OSL

10YR3/3暗褐 OSL

10YR3/2黒褐・SL
10YR3/2黒褐・SL
10YR3/3暗褐・SL
10YR3/2黒褐・SL

半乾

半乾

半乾

半乾

半乾

半乾

半乾

半乾

半乾

半乾

半乾

半乾

2.06

2.14

1。 75

1.66

1.46

1.65

1.57

1.52

1.60

1.64

1.54

1.57

6.06

6.14

6.35

6.01

7.61

6。 32

5.71

6.49

S K014 2

4

6

8

10

11

12

13

14

15

10YR3/3暗褐・SL
10YR2/3黒褐・SL
10YR3/3黒褐 OSL

10YR3/2黒褐・SL
10YR4/4褐 O SL

10YR3/2黒褐・SL
10YR3/2黒褐 O SL

10YR3/4暗褐・SL
10YR3/2黒褐 esL

10YR3/3暗褐・SL

半乾

半乾

半乾

半乾

半乾

半乾

半乾

半乾

半乾

半乾

1.75

1.92

2.02

1。 92

1.74

1.94

1.76

1.82

1.68

1.76

6.46

7.02

5.46

6.47

6.11

S K015 1

2

4

6

8

10

13

14

15

16

10YR3/2黒褐・SL
10YR3/2黒褐・SL
10YR4/4褐・SL
10YR3/3暗褐・SL
10YR3/3暗褐・SL
10YR3/3暗褐 O SL

10YR3/4暗褐 esL

10YR3/4暗褐・SL
10YR3/4暗褐・SL
10YR3/3暗褐・SL

半乾

半乾

半乾

半乾

半乾

半乾

半乾

半乾

半乾

半乾

1.64

1.64

1.42

1.55

1.60

1.37

1.48

1.49

1.40

1.40

5.56

6。 26

6.35

5.91

6。 44

6.37

S K005付近地山
S K011付近地山
S K012付近地山

10YR5/4に ぶい黄褐・SL
10YR5/4に ぶい黄褐・SL
10YR4/6褐 OSL

半乾

半乾

半乾

1.65

1.57

1.76

4.39

5.36

4.85
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第 4節 縄文時代後期土坑の内容物

比較的小さいことから、地山土壌の天然賦存量はこの範囲内として把握できる。

カルシウム :4.39～ 5。 36mg/gの範囲で、ばらつきがリン酸よりも大きい。土壌中の天然賦存量は普通

1～ 50CaOmg/g(藤貫1979)と され、その含量幅がかなり広い。したがって、カルシウム成分を含む物質

が混入したか否かの判断は難しいが、リン酸含有量に顕著な富化が認められないことから判断して、 リン

酸カルシウム成分の多い人骨などの混入による富化はないと考えられる。おそらくは地山本来の含有量と

考えてよいであろう。

(2)縄文時代後期土坑内覆上のリン酸・カルシウム含量

<S K006>

リン酸 :1.51～ 1.61mg/g(n=8、 平均値=1.58mg/g、 CV註 1値=2.6%)の 含量範囲である。各試料とも

天然賦存量あるいは地山試料の含量範囲内で、しかも近似した値を示す。

カルシウム :5.26～ 5.77mg/g(n=3、 平均値=5.48mg/g、 CV値 =3.9%)の 含量範囲で、各試料とも比

較的近似した値を示す。

<S K008>

リン酸 :1.40～ 1.60mg/g(n=7、 平均値=1.46mg/g、 CV値 =4.4%)の 含量範囲で、各試料とも天然賦

存量範囲内の比較的近似した値を示す。

カルシウム 三4.54～ 5。 28mg/g(n=4、 平均値=4.90mg/g、 CV値 =5.8%)の 含量範囲で、各試料とも近

似した値を示す。

<S K011>

リン酸 :1。 52～ 2。 14mg/g(n=12、 平均値=1.68mg/g、 CV値 =12.0%)の含量範囲である。 S K006 0 008

に比較して平均値、ばらつきともに大きく、とくに試料番号 1、 2では全試料中最も高い値が認められ

る。しかし、いずれも天然賦存量範囲内にある。

カルシウム :5.71～ 7.61mg/g、 CV値 =8.4%)の含量範囲である。リン酸同様にS K006 0 008に 比較

して平均値、ばらつきともに大:き い。

<S K014>

リン酸 :1.68～ 2。 02mg/g(n=10、 平均値=1.83mg/g、 CV値 =5.8%)の含量範囲で、対象土坑 5基中最

も高い平均値を示す。しかし、各試料のばらつきは比較的小さい。

カルシウム :5.46～ 7.02mg/g(n=5、 平均値=6.30mg/g、 CV値 =8。 1%)の含量範囲で、平均値、ばら

つきともにS K011に近似する。

<S K015>

リン酸 :1.37～ 1。 64mg/g(n=10、 平均値=1.50mg/g、 CV値 =6。 5%)の含量範囲で、 S K006 0 008に 近

い値を示す。

カルシウム 三5。 56～ 6.44mg/g(n=6、 平均値=6.15mg/g、 CV値 =5.1%)の 含量範囲で、S K0110 014

とほぼ同じ平均値を示すが、各試料のばらつきは小さい。

以上の結果、 S K006 0 008 0 015の覆土にはリン酸およびカルシウムの富化が認められず、人骨などの

遺体埋納の痕跡を指摘することはできない。一方、 S K011 0 014の 覆土にはS K006な どと異なるリン酸

・カルシウムの富化が認められるが、いずれも天然賦存量範囲内である。したがって、人骨などの遺体埋

糸内による痕跡か否かは半J然としない。

以上のように、分析対象とした土坑すべてにおいて遺体埋納を指摘することは困難である。今後リン酸

カルシウム成分の相対的高まりを評価するためには、覆土の同質な対照試料の確保と、より立体的な試料

採取によるデータ蓄積が望まれる。
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第 5節  谷部の古環境

第 5節 谷部の古環境

パリノ・サーヴェイ株式会社

1 は じめに

中原遺跡群は鳥帽子岳西南麓の複合扇状地上に立地する。調査区内の地形は集落が展開する尾根部とそ

れに隣接する谷部に区分される。この谷部埋積物中には調査区および谷沿の古環境を反映する微化石の産

出が予想される有機質堆積物が認められている。

よって、谷部をさらに中原遺跡群の古環境に関する情報を得るために放射性炭素年代測定・珪藻分析・

花粉分析を実施する。

2 試料
分析試料は、 2B層上部・下部の 2層準から採取した 2点である。放射性炭素年代測定は 2B層下部、

珪藻分析・花粉分析は 2B下部・上部の 2層準について実施する。

3 分析方法

(1)放射性炭素年代測定

測定は、学習院大学木越研究室の協力を得た。また、年代値の算出には
14cの半減期 としてLIBBYの

半減期5570年を使用した。

(2)珪藻分析

試料を湿重で、約 7g粋量し、過酸化水素水 (H202)ヽ 塩酸 (HCDの順に化学処理し、試料の泥化 と有

機物の分解・漂白を行う。自然沈降法で、粘土分、傾斜法で砂分を除去した後、適当量計り取リカバーガ

ラス上に滴下、乾燥後、プリュウラックスで封入する。

検鏡は、光学顕微鏡で油浸600倍 あるいは1000倍で行い、メカニカルステージで任意の測線に沿って走

査し、珪藻殻が半分以上残存するものを対象に200個体以上同定・計数する (珪藻化石の少ない試料はこの限

りではない)。

種の同定は、K.Krammer and Lange一Bertalot(1986・ 198801991)な どを用いる。なお、珪藻の生態性

の解説を第14表に示 した。また、産出した化石がその生きていた場所で死んだ現地性の化石か他の場所か

ら二次的に運搬・堆積 した異地性の化石かを判断する目安 としている完形殻の出現率を求め考察の際に考

慮 した。同定結果は、産出種を、アルファベ ソヽト順に並べた一覧表で示 した。

堆積環境の分析にあたっては、まず塩分濃度に対する適応性から産出種を海水一汽水―淡水生種に分類

し、淡水生種についてはさらに塩分・水素イオン濃度 ωH)・ 流水に対する適応性について生態区分す

る。そして、産出率 2%以上を示す分類群について、主要珪藻化石の層位分布図を作成する。図中の海水

一汽水―淡水生種の帯グラフと各種産出率・完形殻産出率は全体基数、淡水生種の生態性の帯グラフは淡

水生種の合計を基数とした相対頻度で産出した。いずれも100個体以上検出された試料について示した。

なお●は 1%未満の産出、○は100個体以下の試料における産出を示す。環境解析にあたっては、安藤

(1990の 環境指標種群を参考とする。

(3)花粉分析

花粉・胞子化石は、湿重約10gの試料についてKOH処理、飾分 (250μ m)、 重液分離 (ZnBr2:比 重2.2)、

HF処理、アセトリシス処理の順に物理・化学的処理を施して、試料から分離・濃集する。処理後の残澄
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第13章  中原遺跡群

をグリセリンで封入し、プレパラートを作製した後、光学顕微鏡下でプレパラート全面を走査しながら、

出現するすべての種類 (Taxぅ について同定・計数を行う。

4 結果
(1)放射性炭素年代測定

②B区 2B層堆積物の放射性炭素年代測定値は、5510± 100y.B.P.(3560B.C.)で ある。

(2)珪藻化石

珪藻分析結果を第15016表 と第603図に示す。珪藻化石は、 2試料とも豊富に産出する。産出種はすべ

て淡水生種より構成され、産出分類群数は24属 99分類群 (83種 014変種・1品種・種不明1種類)である。ま

た、完形殻の出現率は約70～ 85%で高い。

2試料とも淡水生種の生態性は近似しており、塩分・水素イオン濃度 ωH)に対する適応性では、貧塩

―不定性種、真・好アルカリ性種が優占する。また、流水に対する適応性では、流水不定性種が40～ 50%

前後、真・好流水生種、真・好止水性種が20～ 30%産出する。

産出種の特徴は、 好_止水性のFragilaria brevistriataが 優占し、 流水不定性のハchnanthes minutissima

paryulum、 Nitzschia amphibia、 好流水性で中～下流性河川才旨標種群のハchnanthes ianceolata、 Cymbel―

la turgidula、 Rhoicosphenia abbreviataを 伴うことである。また、割合としては少ないが、コケの表面

や土壌表面など常に大気に曝された好気的環境に耐性のある陸生珪藻A群 (伊藤・堀内1991)の Navicula

mutたaな どを伴う。

(3)花粉化石

分析を行った試料から花粉・胞子化石はほとんど検出されない。検出された種類は、保存が悪く種類の

特定できない花粉化石とシダ類胞子数イ団体である。

5 考察
谷部埋積中に認められた有機質堆積物 2B層 の放射性炭素年代測定値は、5510± 100y.B.P。 (3560B.

C。 )を示した。本地域では、放射性炭素年代値と土器編年との対応関係に関する研究例は少ない。また、

現時点では2B層の編年的情報がないことから、対応関係に関する検討は今後の課題として残される。今

回の測定値は、関東地方や中部地方で得られている土器編年と測定値との対応関係 (キーリ・武藤1982)か

ら見た場合、縄文時代前期・中期の値に相当する。

本層中の珪藻化石群集の特徴からは、当時の谷内は、流水の影響を受けることもある沼沢のような水域

環境であったことが推定される。このように本層は水成堆積物であることが考えられるが、そのような場

所で良好に保存されるはずの花粉化石は先に述べたようにほとんど検出されなかった。僅かに検出された

花粉・胞子化石の保存状態が悪かったことから、本層堆積後の経年変化の中で土壌微生物の活動など、何

らかの風化作用の影響を受けて分解消失した可能性がある。このような産状から、ここでは当時の植生に

関する検討は差し控える。今後、同様の谷部堆積物について連続的に分析調査を実施することで、古植生

について補うことができよう。また、風化に比較的強いとされる植物珪酸体についても、分析調査を行う

必要があろう。

引用文献
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Bowen,H.JoM.1983『環境無機化学―元素の循環 と生化学―』 (浅 見輝男・茅野充男訳297p.博 友社)(原 著 Bowen,H.J.

M.1979『En宙 ronmental Cemistry of Elements』 )
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第 5節 谷部の古環境

第14表 珪藻化石の生態性

塩分温度に対する区分 塩分に対する適応性 生 育 環 境 (例 )

麟 鈍  (Poリヒ10ba3)
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颯分濃慶
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汽水生種 :中
塩生種 (n30m10bOu3) 計翫:脚 ～鰐離静

=鍬
1篤す 河口・内湾・沿岸・塩水湖・潟など

淡水生種 :貧
塩生種 (0:はお lob― )

炎水生種 :塩枷 .m・ ―J以下に出現するもの 一般陸水域 (ox湖沼・池・沼・
河川・川・沼沢地・泉 )

塩分・ PH・ 流水に対する区分 塩分・ PHO流水に対する適応性

塩
分
に
ぉ
賛
応
性

食塩―好塩悩種 (「hl∞h:laJ3) 」ヽ量の塩分がある方がよく生育するもの 瀕 城 (塩水邊上城。温泉・耕作土壌 )

fifr -f Efift ( t nc i rrerert ) Jヽ■の塩分があつてもこれによく耐えることができるもの 一般陸水城 (湖昭・池。沼・河川・沼沢地など)

食塩―嫌壇悩腫 (hiophobers) Jヽ量の塩分にも耐えることができないもの 1副票・湿地・沼沢地

広場塩性種 (BrりhH mus) い らヽ高濃度まで広い範囲の塩分濃度に適応して出現するもの 一般淡水～汽水域

出
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す

る
適
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陸
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珪
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翻蒲輩髪警聾淋観轟鎌
特に、土増中に生育す劉陸生珪藻を土壌珪藻という

)土壇表層中や土壌に生えたコケに付着
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計[査謝弯査缶覇
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における産出を示す。

環境指標種群;[K]:中～下流性河川指標種 [N]:湖沼沼沢湿地指標種 (安藤,1990)
#:好汚濁性種 ##:好清水性種 (渡辺ほか,1986)

[・ ]:陸生珪藻 (卜 A]:A群 :[・ B]:B群、伊藤・堀内,1991)

第603図  谷部試料の主要珪藻化石群集
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第13章 中原遺跡群

第15表  中原遺跡群珪藻分析結果(1)

Species Name

##Achnanfhes conyergens H. Kobayas i

#Achnanfhes exiguc Grunow

[K]Achnanthes lanceolcfa (Breb. )Grunow

Achnanthes rninuf issima Kuetz ing

Achnanthes rostrata 0estrup

#t,. Bl Anphoro. nontana, Krasske

t'BJAnphoro, nornani i Rabenhorst

Anphora pediculus (Kuetz. )Grunov

[lr,J,4u I acos e ira anb iguc (Gr un . ) S i monsen

t[lAulacoseira grqnulata (Ehr. )S imonsen

t.AlCalone is aeroph i la Bock

Caloneis bac itlun (Grun. )l'lereschkowsky

Caloners branderi i (Hust. )Krammer

#Caloneis largersfedti i (Lagerst. )ChoLnoky

[,8]C0,loneis leptosoma Kranner & Lange-BertaLot
Caloneis stl iculo, (Ehr.)CLeve

##Ceratoneis arcus var. recta (CL.)Krasske

##Cocconeis placentula var . euglypta (Ehr. )Cleve
[0]Cynbel la mesiana Cholnoky

##tKlCvnbella ninuto, HiLse ex Rabh.

t?lCynhe I la nav icul if ornts Auerswa Ld

##Cymbel la si lesiacc BLeisch

##tKJCynbel la si nuo.ta Gresory

##Cvnbe lla tunida (Breb. )V. Heurck

##tKlCynbel lc turg idulc Grunow

##tKJDiatona hienale var. mesodon (Ehr. )Grunow

Diplone is ob longe I la (NaeseL i )CLeve-EuLer

Diploneis oyal is (Hi Lse)CLeve

f0Jtunotia pecttnal is var. minor (Kuetz.)Rabenhorst

F rag i lar ia b icap itatc A.Mayer

Fragi lario. hrevistriata Grunow

##Fragi lcria copucinc Desmaz ieres
Frag ilaria construens (Ehr. )Grunow

llFragilaria consfruens var. yenfer (Ehr. )Grunow

Frag i lar ia psrasif ica (l,l.Smith)Grunou

#Frasilaria pseudogcillonii H.Kob. & Idei
##F rag i lo,r is, vancheriae (Kue tz. )Petersen
Frusful ia vulsaris (Thwait.)De Toni

Oomphonema cngustatum (Kuetz.. )Rabenhorst

Gonphonens. parvu lun Kuetz i ng

#Gomphonema pseudoaugur Lange-B.

Gonphonena pseudofene I lum Lange-B.

6omphonemc pumi lum Grun,)Reichcrdt & Lange-Bertalot

##tKlGonphonen0, ctuadr ipunc tafum (0estr . )l'l i sL .

Oyrosigma spencer ii (tl.Smith)Cleve

t'AlHqntzschia amph ioxys (Ehr. )Grunov

t. Alhelosira r0ese0n0 Rabenhorst

lKlllelosira var ians Agardh

##tKlller idion circulae var. constrictum (RaLf s)V.Heurck
illayicula ari iensis 0kuno

rYayicu la bacillum Ehrenberg

##f 'AJit/avicula contenta Grunow

lrlavicu la cryptocephala Kuetz i ng

l/cvicu lo, crypfofene I la Lange-BertaLot
Navicul0. elginensis var. neglecta (Krass. )Patrick
l,lav icu la g regar ia Donk i n

lJayicula halophila (Grun. )CLeve

llav icu ls. hcs ta Pantocsek

rtJcy icu la has ta var . grcc i I is Skvor t zow

Nov icu la kotschy i Grunow

llsv icu la laevissima Kuetzi ng

Nav icu lo, nin ina Grunow

#f .Aililavicula muticc Kuetz i ng

[,Jilavicula nutics, var . ventricosa (Kuetz. ]CLeve

Nav icula notanda Pantocsek

#lrlavrcula pupula Kuetzing
lrlavtcu{a radiosa fo. nipponica Skvortzow

#8. Blllav icu la send nu lum Grunow

ftlcytcula ydne ta Kuetzing

EKlllavicula viridula var, roste llata (Kuetz. )Cleve

rtayrcula spp,

l{ifzsch ia anphibia Grunow

##tl/i fzsch ta drssipata (Kuetz. )Grunow

llitzsch ia fonticola Grunow

i\lttzsch is. f rustulum (Kuetz. )Grunow

ll i tzsch ia hantzsch iana Rabenhorst

ltJr tzsch ia homburg iens rs Lange-BertaLot

fli tzsch ia linear is H.Smith

rIi tzsch iq obtusa var . scalpe I I if ormis Grunow

#rVi tzsch ia palea (Kuetz. )tl.Smi th

rVi fzsch iq palusfr is Hustedt

EcoLogy
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Ogh-lnd

Ogh-lnd

Ogh… ind

Ogh‐ lnd

Ogh― lnd

Ogh‐ ind

Ogh‐ ind

Ogh‐ ind

Ogh― ind

Ogh‐ lnd

Ogh― ind

Ogh‐ ind

Ogh‐ unk

Ogh‐ hob

Ogh-lnd

Ogh‐ ind

Ogh― lnd

Ogh‐ ind

Ogh-lnd

Ogh― ind

09h― ind

Ogh― lnd

Ogh‐ ind

Og11-ind

09h― ind

Ogh― ind

Ogh‐ lnd

Ogh-lnd

09h‐ hob

Ogh― hob

Ogh― lnd

09h‐ ind

Ogh― ind

Ogh‐ ind

Ogh¬ nd

Ogh‐ unk

Ogh‐ lnd

Ogh― ind

Ogh-lnd

Ogh“ lnd

Ogh― ind

Ogh‐ unk

09h― ind

09h‐ ind

09h-lnd

09h‐ ind

Ogh― ind

Ogh‐ hit

Ogh― ind

09h― unk

Ogh-lnd

Ogh‐ lnd

Ogh‐ lnd

Ogh‐ ind

Ogh-lnd

Ogh‐ ind

Ogh‐ hit

Ogh― lnd

Ogh-lnd

09h― ind

Ogh― ind

Ogh‐ ind

Ogh-lnd

Ogh“ lnd

Ogh-lnd

Ogh― lnd

09h‐ lnd

Ogh‐ lnd

Ogh― hit

Ogh¨ ind

09h“ unk

09h‐ ind

09h… ind

Ogh‐ ind

09h‐ hit

Ogh‐ ind

09h― unk

Ogh― ind

Ogh‐ hit

Ogh-lnd

Ogh‐ lnd

ind

at‐ it

at― it

at‐ it

at― it

ind

at― it

at―bi

at― it

at‐ it

at― it

at‐ it

unk

ac― it

ind

at‐ it

ind

at― it

at― bi

ind

ind

ind

at― it

at‐ it

ind

at― it

at― it

at― it

ac― it

ind

at― it

at― it

at― it

at― it

at― it

unk

at― it

ind

at‐ it

at― it

at― it

unk

at― it

at‐ bi

at‐ bi

at‐ it

ind

at― bi

at― it

unk

at― it

at‐ it

at― it

ind

at― it

at‐ it

at¨ bi

at‐ it

at― it

at‐ it

ac‐ it

at‐ it

ind

at¨ it

at"it

at‐ it

at‐ it

ind

at― it

at― it

unk

at‐ bi

at‐ bi

at‐ it

at― bi

at‐ bi

unk

at‐ it

at― it

at‐ bi

ind

r― ph

ind

「―ph

ind

r― ph

ind

ind

ind

t― bi

t― bi

ind

r‐ ph

unk

ind

ind

ind

r― ph

r― ph

t‐ bi

r― ph

ind

ind

r― ph

ind

r― ph

r― ph

ind

ind

ind

t― bi

t‐ph

ind

t― ph

t‐ph

ind

r― ph

ind

ind

ind

ind

ind

unk

ind

r‐ ph

ind

ind

ind

r‐ ph

r‐ bi

unk

ind

ind

ind

ind

r‐ ph

ind

ind

t‐ ph

t‐ ph

ind

ind

ind

ind

ind

ind

ind

ind

ind

ind

r‐ ph

unk

ind

r― ph

ind

ind

ind

unk

「
―ph

ind

ind

unk

3

6

1

1

2

1

1

3
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第16表  中原遺跡群珪藻分析結果(幼

Spec I es

lJifzschia sinuafa var. delogne i (0lrun )Lange-BertaLot

rVifzschia trvbl ronellc var, vtctortne Grunow

t, BlPinnular ia appendiculata (As, )CLeve

Pinnularia braunii (Grun. )CLeve

Pinnular ia kracckii (Grun , )CLeve

Pdnnularta mtcros tsuron var, brevtssonii (Kuetz. )Hustedt

Pinnular ia rupesfr is Hant zsch

[']Pinnularia schoenfe lderi Kratntner

t'lPinnu lariq schroederii (Hust. )Krammer

Prnnu laria sfomatophora (Grun, )CLeve

##tKltho icosph eniq abbrev iata ( Ag . )Lange-B,

thopalodin gibberulq (Ehr. )0,l'luLLer

Rhopalodia quisumb irg iann Skvortzow

['8JS faurone is fenera Hustedt

Surire I la angusta Kuetzing

Surire I la bohemica lvlaLy

Surirella I tnearis I'l.Smith

Synedra ulna (Kuetz, )Ehrenberg

Ogh口 ind

Ogh―hit

Ogh“ hob

Ogh"hob

09h口 ind

Ogh口 ind

09h― ind

Ogh“ ind

09h― ind

Ogh“ ind

Ogh― hit

Ogh"hit

Ogh口hit

09h-lnd

Ooh-lnd

09h"ind

Ogh口 ind

Ogh口 ind

Eco Logy

at口 it

at“ it

ind

ac― bi

ind

ind

ind

ind

ind

ac― iヒ

at"lt

at― bi

at― it

ind

at口 it

ind

ind

at― it

2B層

L"ph

ind

ind

ind

ind

ind

ind

ind

ind

t― ph

r‐ ph

ind

ind

ind

r"bi

unk

ind

ind

1

1

2

2

I'lar i ne hlat er Spec ies

l'lar i ne t o Brack i sh l,later SPec ies

Brack ish f,rlater Spec ies

Fresh [^later Species

0

0

0

196

TotaL Number of Diatoms

凡例
H.R.:塩分濃度に対する適応性
Ogh―hil:貧塩好塩性種
Ogh― ind:貧塩不定性種
Ogh―hob:貧塩嫌塩性種
Ogh―unk:貧塩不明種

1-bi:真止水性種
1-ph:好止水性種
ind:流水不定性種
r―ph:好流水性種
r―bi:真流水性種
unk:流水不明種

pH:水素イオン濃度に対する適応性  Co R.:流水に対する適応性
al=bi:真アルカリ性種
al― il:好アルカリ性種
ind :pH不定性種
ac― il:好酸性種
ac―bi:真酸性種
unk :pH不 明種

Ⅸ
l鼻蔦葛種経

河
‖:諄藉贅選瑾

:潟

襲爵翼片可

“

躍

:湖沼沼沢湿地指標種 回 :沼沢湿地付着生種 依 藤,HD

[・ ]:陸生珪藻 ([・ A]:A群,[・ B]:B群、伊藤・堀内,1991)
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珪藻化石

10 μ m

1。 Jロゴ′σ
“
θゴ用 囲所″』(Grun.)SimOnsen(沢 2B上層 )

2.胸 FθSf″ yarね服 Agardh(沢 2B下層)
3.Frag■■″ル yaJ“

『

ルθ(Kuetz。 )Petersen(沢 2B下層)
4。 FT電■■arル breガ strルta Grunow(沢 2B上層)
5。 仙
“
励θs″ゴ燿″ιゴsslm Kuetzing(沢 2BT層 )

6.動θゴθθsp■開力 abbrθガ』ι』(Ag。 )Lange― B.(沢 2B上層)
7。 σttbθ ffa t聞曜rFdレ F』 Grunow(ツミ2B」ヒ梶藝)
8。
g口bθfFa』』ガσ口Fゴカロゴs Auerswald(沢 2B下層)
9.C口bθFFa s〃 esル

“
Bleisch(沢 2B下層)

10。

'わ
ね
“
IS θ″Frs(Hilse)Cleve(沢 2B下層)

11。 免叩肋肥Ja pa…」EE Kuetzing(沢 2B上 層 )
12c h麒
“
囲 pamftt Kuetzing(沢 2B下層)

13.ルガσロル は″ιθ∝誠′ル Kuetzing(沢 2B下層)
14。 Jbyゴσ口Fa θlginttsls vare Jggrθθ

`』

(Krass.)Patrick(ツ ミ2B~F層 )
15。 ルガσロル ρttFFa Kuetzing(沢 2B下層)
16.ルガθ口Fa″口ιゴ

“
Kuetzing(沢 2B上層)

17.層 tzS“ル s力″ιa var.由力脚θゴ (Grun。 )Lange― Bertalot(沢 2B下 層 )
18.動の
"θ
″a」肋θ″ル (Ehr.)0。 Muner(沢 2B下層)

第604図 中原遺跡群珪藻化石

5
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第605図  中原遺跡群花粉分析プレパラー トの状況写真
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第 6節 小結

以下、中原遺跡群を時代ごとに概観し、小結とする。

縄文時代草創期・早期 三草創期末絡条体圧痕土器や早期押型文土器が出土している。当該期の遺構は検

出されていないので、この時期の遺跡としての性格は不明である。押型文土器は背向する山形文土器 (第

581図 2)、 胎土に黒鉛を含む帯状山形文の沢式 (同 304)、 黒鉛を含まず沢式に比べやや原体幅が広い山

形文 (樋沢式か)(同 5～ 14)が早期中葉に、密接施文の楕円押型文 (糸田久保式か)(同 15～ 31)、 横位密接施文
の粗大な山形文と楕円文を併用し、連続三角形文を施す「相木式」(同 32～ 3の が早期後葉に位置づけられ

よう。

縄文時代前期 :遺構外から回縁波頂部を縦位に肥厚する尖底縄文土器「中道式」、鋸歯状の撚糸文、縄

文原体の側面圧痕、竹管状工具による刺突文が施された「花積下層式」といった資料 (第 582図 1～ 14)が

初頭に位置づけられる:しかし、この時期に抑えられる遺構は検出されていない。

本遺跡において人間の定住的な痕跡が認められるのが前期中葉関山式期からである。 S B010o2007・
10015が当該期の竪穴住居跡である。関山式土器は胎土に繊維を含み、日縁部文様帯の並行沈線文の意匠
は幾何学的で、口縁部文様帯下端や縄文横帯の区画にコンパス文やループ文が施される。この関山式に伴

って薄手で細半裁竹管状工具による斜格子目文を施す木島式 (第 516図23～ 31な ど)、 波頂部から縦位短隆帯

を貼付肥厚し、木島式に比較するとやや厚手ナデ調整でほとんど文様がない中越式系統の土器が共伴して
いる。当該期の遺構は竪穴住居跡・土坑群の大半は①B区に集中する。竪穴住居跡は、いずれも柱穴は
15～ 30cmと小さく、中央に小さな地床炉をもつ。また平面形は長方形を呈し、床面は貼床で堅緻といった

点が共通する。あと遺構は検出されていないが、関山式の新しい段階 (第 583図30032)、 神ノ木式 (同
33～ 38)、 有尾式 (同 39～ 43)、 編目状撚糸文土器 (大木5a式か)(同44～ 48)な どがほとんど摩滅しないで出
土しており、今回の調査範囲の近辺にこれらの時期の遺構が存在する可能性が考えられる。

前期後葉諸磯 b式の遺構はS K002 0 003 0 042 0 049 0 070 0 080な ど①B区に、諸磯 C式の遺構はS Bo9
0 S K132 0 145 0 156 0 160な ど②A区に集中する。

縄文時代前期土坑の性格 :径 lm内外のほぼ略円形のものが大半である。S K160の ように底部が打ち
抜かれた完形土器や管玉といった装身具が出土する土坑もあるが、大半の土坑は土器片や石器などの遺物
が散在する程度である。山の越遺跡の前期後葉の土坑群同様集中はするが、配置に規則性は認められな
い。植物質や骨などの痕跡は土坑内部の土を水飾選別したにもかかわらず、ほとんど検出できなかった。

谷部の形成と年代 :完新世に入ってから主に鳥帽子岳西南麓の複合扇状地が形成されたという (東部町

誌1989)。 中原遺跡群が立地している扇状地には遺跡を小河川が区切り谷部を形成している。しかし、この

谷部は現況では全く、埋没していて、ほぼ平坦な水田面となっている:そ こで、谷部が形成されたおおよ
その年代を調べ、遺跡景観の復元を試みた。

谷部の最下層の有機質堆積物の放射性炭素年代は5510± 100y.B,P.である。この5510y.B.P。 は、まだ

測定値が少ないが、中部高地 (長野県内)の諸例 (り
|1崎1997)を勘案すると前期後葉にあたる。これは、中

原遺跡群で集落が形成され始めた前期中葉には尾根部と谷部がほぼ形成されていたと推測できる。さらに

谷部最下層は珪藻分析では、流水の影響を受けることもある沼沢のような水域と推定されている。前期に

はこうした沼沢部が尾根部の集落域を囲むような景観が想定できる。

縄文時代中期 :竪穴住居跡は中期初頭五領ヶ台式S B17が④区、中期中葉焼町土器出土S B14が③区、

中期後葉加曽利E式の埋甕をもつS B05が①B区で検出されている。土坑や遺構外の資料も各地区に散在
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している。東部町教育委員会調査の大川遺跡では中期中葉の焼町土器出土の竪穴住居跡が検出されている

ので、当該期の集落の中心部分は本調査範囲の外側にあるものと考えられる。

縄文時代後期 :後期初頭称名寺式の竪穴住居跡S B12が①B区で検出されている。また①B区では当該

期の土坑群がまとまって検出されている。②A区では後期前葉堀之内式から中葉加曽利B式の土器が集中

して廃棄された自然流路 S D10が検出される。このS D10周 辺に流路にそった形でS K237な どの土坑が

位置している。

縄文時代後期土坑の性格 :① B区の土坑群は前期の土坑群同様径 lm内外の略円形を呈するものが大半

で、土坑上面に人頭大の礫が配置されるものもある。性格としては墓墳の可能性があると推測し、検証す

るためにリン酸・カルシウム分析を行ったが、これを肯定するような結果は出ていない。②A区のS D10

に隣接する土坑群からは土器以外にも磨石類、打製石斧、スクレイパーなどの石器、クルミなどの堅果類

の破片も出土しており、堅果類など植物資源の処理に関する遺構、貯蔵穴などの性格が考えられる。ただ

し、発掘調査時の所見を鑑みれば、土器、石器類ともに破損しているものが大半で、堅果類も実が詰まっ

ているようなものは皆無で、量的にも貯蔵中の貯蔵穴としては少ないので、貯蔵穴本来の機能が停止さ

れ、廃棄穴として役目を終えたものと考えられる。逆にこの自然流路 S D10付近にこうした性格の土坑が

存在していたとすると、①B区の尾根筋に集中する土坑群は貯蔵穴以外の性格が考えられないだろうか。

縄文時代晩期以降 :有髯土偶などがS K260か ら出土しているが、これに伴う土器が多少ある。本遺跡

の西端成沢川のさらに尾根一つ向こう側に位置する大日ノ木遺跡から出土した氷 1式の新しい様オロとされ

た資料との対比を鑑み、以下の点が指摘できる。

(1)浮線網状文の浅鉢、深鉢が皆無。

9)条痕文土器にはハケロに似た氷 1式特有の細密条痕はなく、殻肋が発達した二枚貝による条痕 (いわ

ゆる貝殻条痕)かそれを模したような粗い条痕。貝殻条痕土器には大型壺も含まれる (第 589図 8)。

(3)頸部ミガキ調整口縁部および胴部条痕調整の深鉢 (第 588図 1)は 日縁端部の小突起の刻みの様相は氷

1式 と似かよった様相だが、頸部から内傾する壺 (同 2)同様大日ノ木遺跡 (若林ほか1999)な ど氷 1式に

は見られない器形である。

大日ノ木遺跡とはほぼ同一地域であり、これらの差異は地域差ではなく、年代差であると考えるのが妥

当である。いわゆる「氷 2式」に相当しよう。

次に、これらの資料と周辺型式との関係、さらにこの土器群を縄文土器とするか弥生土器とするかが問

題となる。中沢道彦によると氷 1式は近畿地方の弥生土器「畿内」第 1様式古段階から中段階、東海地方

の馬見塚式 (新段階P)か ら樫王式に並行し、中部高地としては縄文時代晩期末の「最終型式」に位置づ

けられるという (中沢・丑野1998)と いう。中沢の指摘が正しいとすれば本遺跡の資料は氷 1式に後続する

と考えられる資料なので、編年上は日本列島の多くの地域で弥生時代とされる時期に含まれることとな

る。

さて、本遺跡の資料の時間的な並行関係は、東海系条痕文土器と思われる土器があるが (第 589図 8～ 10

013)、 型式学的な対比は難しい。とはいうものの縄文時代と弥生時代の区分をどう考えるべきだろうか。

弥生時代を考える上で、遺跡の指標としては、稲作農耕の開始つまり水田などの遺構の検出が一つの目安

であり、その傍証として稲親の痕跡、土器胎土中のイネ植物珪酸体の有無などが挙げられるかもしれな

い。しかし、本遺跡を含む千曲川流域で水田遺構が確認されているのは、弥生時代中期後葉の栗林式とさ

れる (長野市川田条里遺跡例)(河西1989)。 遺物としての指標である大陸系磨製石器群も当該期に揃う (町田

1992・ 1994)。 土器は弥生土器の貯蔵形態としての壺、煮沸形態としての甕、供献形態としての高不 (それ

ぞれ形式土器)と いった器種分化を土器様式の組成として備えていることも目安になるかもしれない。た
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だ、以上のような要件を本遺跡資料に求めるのは極めて困難なので、こうした考古学的な要素以外に以下

の 2′点を弥生時代開始の目安になりうると仮定し、本遺跡資料を弥生土器に分類した。

(1)日 外帯の喪失

氷 1式までの段階では、明確に日外帯と呼ぶ幅狭の口縁部文様帯が残存しているが、この段階にはほと

んど消失している。口縁部文様帯 (筆者は日外帯も広義の口縁部文様帯に含まれると考える)は草創期や早期中

葉まではともかく、早期末以降日本列島の縄文土器とされてきた有文平底深鉢形土器に共通する特徴であ

り、一見口縁部文様帯がなくなったように見えても、「復活」し、連綿と継続してきた属性であることは

山内清男の指摘する通りである (山内1979)。 弥生土器にも口縁部文様帯の名残のようなものはなくはない

が、縄文時代の深鉢形土器における日縁部文様帯のようなものは以後弥生土器の甕形土器には見られな

い。筆者はこの現象を煮沸対象の差に基づく、煮沸形態の差と考えたが、いまだ直接的な証明はない。縄

文時代の日本列島社会に共有されていた何らかの機能用途を反映していて、それは当時の生産形態などと

深く関連していたと考えたい (川崎1995)。

(2)組成の変化

この点については(1)以上に本遺跡は非常に資料が限定されるので何ともいえない。氷 1式まで多数を占

めていた精製有文などの浅鉢が皆無なのも、何らかの状況の変化を反映している可能性が高くはないだろ

うか。同様に縄文時代にも壺形土器はすでに存在はしているが、当該期に深鉢形土器とは異なった器形の

壺がある一定の割合を占めてくることも、何らかの社会的変化を意味していると考えたい。いずれにして

も以上鳥帽子岳西南麓に関してはいかんせん資料が少なすぎるので、今後の検討課題である。

弥生時代後期から古墳時代前期 三小型異形壺が出土した③区のS B13がある。弥生時代後期か。③区に

はS B13付近に小型精製鉢と赤彩高不が共伴したS K216がある。②区には古墳時代前期 S B08や櫛描波

状文の甕が出土しているS K236 0 240 0 241がある。

古墳時代後期 三古墳時代後期の完形の甕が④区のS B16か ら出土している。残念ながら住居跡の大半が

調査区外でカマドなどの施設の存在などはわからなかったが、過去に町道建設時にカマドらしきものが検

出されたともいわれており、あるいはこの住居跡に対応するものかもしれない。

古代 :奈良時代末から平安時代初頭の資料が現水田の石垣に関連する溝状の遺構からまとまって出土し

ている。あるいはこの近くに当該期の遺構があり、水:田耕作などによって削平され、遺物のみが残ったも

のかもしれない。①B区の竪穴住居跡S B04006は いずれも平安時代前期 9世紀代と考えられ、 S T010

02も 同時期の遺構だろうか。

中世以降 :遺物自体がほとんどなく、近世の国産陶磁器、寛永通宝が散見されるのみである。おそらく

集落としては利用されてはいなかったことだけが推測される。
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第14章 成果 と課題

第 1節 はじめに

上信越自動車道建設に伴い鳥帽子岳西南麓の扇状地をおおよそ東西に横切って発掘調査を行った訳であ

るが、面的な調査を行ったのは東から大星合遺跡・東原地遺跡・中田遺跡・真行寺遺跡群・桜畑遺跡 。細

田遺跡・森下遺跡・山の越遺跡・釜村田遺跡・野行田遺跡・中原遺跡群の計11遺跡を数える。

時代も旧石器時代の遺物こそ検出されなかったが、縄文時代草創期から中近世にいたるまでの約 1万年

にもおよぶ遺跡や遺物が検出された。第 3章から第13章にかけて、それぞれの遺跡を個別に報告したが、

本章ではこれらの遺跡を鳥帽子岳西南麓遺跡群としてとらえ、とくに考古学的な時間軸としての相対年代

(土器編年)を もとに縄文時代から近世までの遺跡の様相を概観する。さらに、今回調査 した遺跡群のほと

んどから多種多様な石器が出土しているが、これらの縄文時代の石器石材の様相に触れたい。

第 2節 相対年代に基づ く遺跡の様相

以下時間軸にそって今回調査した周辺の遺跡をも触れながら、概観する。

旧石器時代 :今回の調査で明らかに旧石器時代の所産といえるような遺構・遺物は検出されていない。中

田遺跡で有舌尖頭器が溝から出土しているが、当該期のものと限定はできない。現在鳥帽子岳西南麓の複

合扇状地上には明確な旧石器時代の遺跡は知られてはいないが、新張でAT火山灰が検出されるなど、第
4紀新期ローム層の存在が知られており、比較的プライマリーな状態のローム層が検出されれば旧石器時

代の遺跡にあたる可能性はある。

縄文時代 :本来ここでまず当該地域の土器型式による編年を示した上で時期順に論述すべきなのである

が、紙幅の関係上これらを逐一論述することは不可能であるので、ここにはその結果だけを示す。具体的

な根拠や周辺遺跡との関係については今後の課題としたい。

縄文時代草創期・早期 :草創期後葉に限定できる絡条体圧痕文土器が中原遺跡群から出土している。また

森下遺跡では、撚糸文土器 (表裏撚糸文を含む)が出土しているが、これらは井草式から夏島式並行 と考え

られる。しかし、この段階の資料は非常に少ない。押型文土器は中葉の沢式や樋沢式が中原遺跡群、後葉

の細久保式が中原遺跡群、桜畑遺跡、相木式が中原遺跡群で出土。草創期や早期初頭に比べれば増えたと

はいえ、依然断片的で、当該期の遺構も検出されておらず、明確な様相は分からない。

縄文時代前期 :従来から鳥帽子岳西南麓複合扇状地上には前期に集落が展開することが、知られているが

(り
|1上ほか1990・ 児玉199→ 、今回調査した範囲でも同様である。真行寺遺跡群で前期初頭花積下層式竪穴住

居跡が 1軒、山の越遺跡でもほぼ並行期の竪穴住居跡が 1軒検出されている。真行寺遺跡群については今

回調査した範囲の北側の同遺跡群真行寺遺跡で中道式の住居跡が 4軒検出されているので (児玉ほか1982)

一連のものだろう。

中葉になると数軒ずつのまとまりを見せ、真行寺遺跡群、桜畑遺跡、細田遺跡、中原遺跡群で竪穴住居

跡群が検出されている。これらの住居群には土坑群が周囲にともなっている。ただし、副葬品と呼べるよ

うな遺物はない。そこで、形状から墓墳の可能性もあると考え理化学的な分析を行ったが、積極的な証拠
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はでてきていない。土器型式ごとにやや詳しく見れば、関山式が大半で、細田遺跡で有尾式の住居跡が検

出されている。

後葉は真行寺遺跡群、森下遺跡、山の越遺跡、中原遺跡群から102軒ずつ検出されている。中葉に比
べ量的にへり、住居跡自体 も貧弱になることは否めない。しかし、山の越遺跡や中原遺跡群では100基弱

の当該期の土坑がまとまって検出されており、これらの土坑群の中には略完形の底部を打ち抜いた土器が

出土した土坑 (山の越遺跡S K305)、 装身具が出土した土坑 (中原遺跡群S K160)が あり、理化学的な分析で

は思わしい結果は出ていないが、墓墳群の可能性を考えたい。土器型式ごとに細かく見れば、諸磯 a式の

住居跡 0土坑が森下遺跡で、諸磯 b式の住居跡が真行寺遺跡群、山の越遺跡、土坑群が山の越遺跡で、諸

磯 C式の住居跡が細田遺跡、山の越遺跡、中原遺跡群で検出されている。末葉は真行寺遺跡群の略完形土

器が出土したS K250の 資料は諸磯 C式あるいはその後続する時期に位置づけられるが、他に土坑および

住居跡はない。

前期土器の様相 :前期初頭花積下層式の炉体土器をもつ真行寺遺跡群 S B29は、削平が著しく、在地系の

尖底縄文土器の様相はわからない。逆に山の越遺跡 S B08は 在地系の尖底縄文土器だけで構成されてお

り、両者の関係が遺構でとらえられている訳ではない。ただ、遺構外の資料も含めて塚田式は少なく、お

およそS B08の ように中道式に並行する資料が多く、真行寺遺跡群 S B08も 花積下層式では新相であるの

で、おおよそ対応はしている。

中葉は中原遺跡群を始め胎土に繊維を含む関山Ⅱ式がかなりまとまって出土している。薄手で堅緻、胎

土には繊維を含まず、また土器内面に指頭圧痕を残す木島式が多くはないが、ほとんどの遺構で共伴して

いる。また、木島式同様ナデ調整ではあるが、厚手の半裁竹管状工具などで斜格子文などを施す含繊維土

器があり、木島式ないし中越式の影響を受けた在地系の土器と思われる。また遺構外ではあるが関山Ⅱ式

でもさらに新しい段階と列点状刺突文を指標とする神ノ木式が同一地区同一グリッド、有尾式が細田遺跡

S B12013で まとまって出土しており、これら関山Ⅱ式の住居跡に後続する時期の資料と言える。

諸磯 b式 と諸磯 C式の区分 :後葉は諸磯 a式が森下遺跡で住居跡や土坑で散見されるが、細かい状況は分

からない。諸磯 b式は山の越遺跡で良好な一括資料が見られる。また後続する諸磯 C式が細田遺跡、山の

越遺跡、中原遺跡群で出土しているが、とくに山の越遺跡では遺構や遺物が型式学的に連続している。こ

こでは細分よりもどこまでを諸磯 b式 とし、どこからを諸磯 C式としたかについてだけ触れたい
註1。

まず傾向としては諸磯 b式は回転縄文を多用し、諸磯 C式では減少する。逆に半裁竹管状工具による並

行沈線文や円形浮文などの貼付文は前者は少ないが、後者には多用される。こうした装飾要素のおおまか

な流れは大方の指示するところであろう。

しかし、詳細は別の機会に論じるが、こうした施文手法の多寡は漸移的な情報であり、土器型式の変化

の傾向を見いだすには不可欠であるが、土器型式の線引きをするという段階的な情報の処理の仕方には向

いていない。土器型式学研究上において段階的な要素とは、器種の設定とその有無 (いわゆる弥生土器研究

などの様式論)と 文様帯の構成における型式学的な画期を見いだす方法の 2者がまず挙げられよう。

前者はその研究の前提として様々な機能に基づ く器種・器形の設定が行われなくてはならず、深鉢形土

器が大半で、そのなかに形態的なバ リエーションは様々ではあるが、機能の分化を明確には見いだせない

うえ、現段階で深鉢形土器以外の器形は調査遺跡出土資料には極めて少ないので、ここではこうした組成

論的な編年研究は極めてむずかしい。

よって、後者の土器文様帯に基づ く時間軸の設定を試みた。まず回転縄文を地文とし、半裁竹管状工具

による櫛歯状並行沈線文を施す土器 (いわゆる諸磯b・ C式)は、その直前の諸磯 a式 とは文様帯構成上、

以下の点が異なる。
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胴部上半が文様帯、下半が地文という構成ばかりでなく、基本的に文様が横位多段に展開する。前者の

ような文様帯構成でも諸磯 a式によく見られる肋骨文などの縦位施文の文様はなく、半裁竹管文による波

状ないし並行沈線文が横位に施される (真行寺遺跡群S B24例 )。

では、諸磯 b式 とC式 との差異はどのように区分するか。

まず諸磯 a式から外れたものは文様が横位に展開はするが、文様を明確に区切る沈線などの区画は限ら

れるものと、胴部に縦位に施文された文様帯が上下にはっきりと区画されているものがある。

また、傾向としては明らかに口縁部文様帯と胴部下半の回転縄文地文という構成から文様帯が分化して

いく傾向があることは明らかである。

鳥帽子岳西南麓の遺跡出土資料をみると、諸磯 b式はあくまでも文様が多段に構成しているように見え

るだけである。つまり、口縁部と頸部が屈曲し明確に区画される以外は、胴部などに円弧状の文様などを

施す部分が上下に区画される程度である (山の越遺跡S K305)。 また、口縁部は斜位ないし横位に並行沈線

文が、胴部には縦位に並行沈線文が施され、さらに底部には横位密接に並行沈線文が施されるものがある

(中原遺跡群S K160)。 器形も屈曲していて、明らかに並行沈線で上下の文様を窓枠のように区画しており、

明確な文様帯を (このばあい3帯)構成する。

前者は回転縄文を地文に多用し、後者は回転縄文は少なく、円形浮文などの貼付文が発達する。よって

文様の構成要素および文様帯の構成に差が見られ、これは器種・器形の差ではなく、時間差と考えて良か

ろう。よって、前者を諸磯 b式、後者を諸磯 C式 とした。

下島式との関係 :赤塩 仁・三上徹也によって「下島式」が再設定された (赤塩・三上1994)。 下島式は、
筆者のいう諸磯 C式と同様な文様帯構成や共通する意匠をもつが、諸磯 C式は半裁竹管状工具を束ねた並

行沈線文を最終的に施文するのに対し、下島式は結節沈線文を施す。赤塩らはこれを地域色ととらえ、下

島式の再設定を行った。たしかに、鳥帽子岳西南麓では「下島式」は極めて少なく、中原遺跡群 S K156

などでわずかに出土している。「時間的には諸磯 C式並行で、空間的には八ケ岳南麓などの中部高地南半

をおもな分布域にする」という赤塩らの説を裏付けるものと考えられる。

縄文時代中期 :中部高地八ケ岳南麓が空前の繁栄を見せたという中期であるが、鳥帽子岳西南麓には前期

同様住居跡が散在するような様相と考えられる。中期初頭は桜畑遺跡、山の越遺跡、中原遺跡群で102
軒ずつ検出されている。中葉は森下遺跡S Bl19や 中原遺跡群S B14の 焼町土器の住居跡、後葉は森下遺

跡 S Bl10 0 122、 中原遺跡群S B05の加曽利E式の住居跡がある。

縄文時代後期 三鳥帽子岳西南麓では、中期後葉から竪穴住居跡が増加することが知られているが (児玉

1999、 今回調査された遺跡群においては、後期初頭に入る段階の資料が中原遺跡群 S B12やそれに伴う

土坑群、釜村田遺跡S B01、 山の越遺跡の土坑群がある。しかし、後期中葉はわずかに中原遺跡群の流路

S D10や それに伴う土坑から比較的まとまった加曽利Bl式の資料が出土しているが、それ以降の資料は

見あたらない。

称名寺式から堀之内式期の土器群 :後期初頭から前葉にかけての資料が中原遺跡群、釜村田遺跡、山の越

遺跡で出土しているが、これらを型式学的におおよその枠組みを検討してみたい。

後期初頭称名寺式並行 :中原遺跡群S B12や S K011 0 012 0 016 0 106な どの土坑群出土資料がこれに対応

する。称名寺式の深鉢はいずれも口縁部文様帯はなく、磨消縄文の意匠は口縁部から底部まで一体となっ

ている。但し器形は胴部で屈曲し、意匠とは一致しないが、頸部を形成する。注目土器、蓋、浅鉢などの

器種がある。いわゆる圧痕隆帯文土器 (綿田1988)が一定量をしめる。中期までのものと異なり、指頭に

よる刻みをもつ隆帯は胴部に垂下せず、わずかに口唇部に向かって立ち上がる程度である。隆帯で口唇を

区画し、胴部には条線を縦位に施す深鉢も当該期のものだろう。圧痕隆帯文土器同様、中期の加曽利E4
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式の器形を継承 している。

後期前葉堀之内 1式成立段階 三釜村田遺跡 S B01、 山の越遺跡 S K083 0 102な どが当該期の良好な資料。

釜村田遺跡の例が示すように、深鉢の口縁部文様帯と胴部文様帯は頸部の無文 (一部の垂下隆帯や沈線を除

き)部を挟んで分かれる。軽井沢町茂沢南石堂遺跡で茂沢タイプとされた一群があたる。綿田の指摘する

ように、堀之内 1式成立期ととらえるのが妥当だろう (綿田1989。 ただ、頸部無文部の成立をもって堀之

内 1式の成立としたいところであるが、釜村田遺跡の資料でもわかるように、頸部は完全な無文部ではな

く、垂下沈線や隆帯が施されるものがあり、むしろ口縁部文様帯が確立することを最大の指標とするべき

かもしれない。

堀之内 1式古段階 :口縁部を肥厚ないし、屈曲させることで明確に作出し、頸部と胴部でさらに屈曲する

鉢が主体。口縁部文様帯は同心弧状の短沈線文、胴部にも同心円ないし渦巻状の単位文様を直線的な並行

沈線の磨消縄文で繋ぐ。

堀之内 1式新段階 :口縁部を屈曲させて文様帯を作出するが、屈曲自体は緩やかな鉢が主体。内面に/も 文
/

様帯をもつ。頸部には刻 目隆線を施すものもある。胴部は縦長の楕円形ないしは弧状の磨消縄文。

堀之内 2式 :屈曲する鉢と朝顔形の深鉢がある。前者は外面の口縁部文様帯はほとんど消滅し、内面にか

ろうじて単位文様が波頂部にのみ施される。頸部には波頂部から刻目隆線が垂下する。胴部と頸部の区画

隆帯ないし沈線に「 8」 字状貼付文が施される。胴部文様は幾何学的な磨消縄文。朝顔形深鉢は日縁部文

様帯が幅広く設定され、当該期の鉢形土器胴部文様と同様の幾何学的な磨消縄文が施される。

加曽利Bl式 :寸胴な並行沈線を意匠とする深鉢が主体。単位文様としては対向弧線間に短弧線文を施す

もの、階段状に縦位短沈線で区画するものなどがある。口縁部内面にも並行沈線や連続刺突列などの文様

をもつ。

以上後期初頭から中葉までの土器群を大まかに 5段階に細別したが、加曽利Bl式期は浅鉢、注目土器

ともに深鉢と親和性が高く、文様の意匠が共通するが、それ以前は大まかな流れは把握できるが、厳密に

は対比が難しい。今後良好な一括資料をもとに各時期の器種・器形の組成が解明されることが期待され

る。

縄文時代晩期 :鳥帽子岳西南麓はそもそも晩期の資料自体が、極めて少ない。森下遺跡で晩期前葉から中

葉の資料が自然流路の中から出土している。しかし、当該期に限定できる遺構は検出されていない。

縄文時代晩期から弥生時代前期 :縄文時代後期中葉以降晩期中葉以前の資料が極めて少ないのに対し、弥

生時代前期に並行する時期になると土坑が中原遺跡群で検出されている。 S K280か らは当該期の土器の

ほかに有髯土偶が検出され、物質資料として残 りにくい当時の風俗を知る資料として貴重である。遺構外

からも当該期の資料、在地系の土器 (「氷2式」か)のほかに東海系貝殻条痕文土器が散見される。本報告

書では氷 2式に該当すると思われる資料から弥生時代前期としたが、これについては第13章中原遺跡群を

参照されたい。

弥生時代 :中原遺跡群で後期の竪穴住居跡や土坑が検出されたが、古墳時代前期に降る資料も含まれてい

るようである。

古墳時代 :前期後葉の資料が中心である。真行寺遺跡群、桜畑遺跡、細田遺跡、森下遺跡、山の越遺跡で

当該期の竪穴住居跡群が検出されている。いずれも箱清水式系統の櫛描波状文の壺や甕を含まず、いわゆ

る和泉式の有段高不や須恵器も組成に含まない。住居跡の特徴としては方形で、カマドはない。焼失住居

が多いのも特徴といえるかもしれない。なお焼失住居の炭化材の樹種同定からはクヌギやコナラが多いこ

とが判明しているが、細田遺跡例のように住居ごとに樹種がことなることが半J明 しており、興味深い。中

期以降の資料は少なく、中原遺跡群で断片的な資料が得られている。

一-637-一



第14章 成果と課題

古代 :奈良時代に遡りそうな資料は中原遺跡群などで多少出土している。森下遺跡のS B 108な ども奈良

時代に遡る可能性がある。本格的に竪穴住居跡群が形成されるのは奈良時代末から平安時代初頭で、寺島

俊郎による佐久編年の年代観 (寺島199⊃ に従えば、 9世紀代。その後、10世紀代の遺構も散見されるが、

11世紀代以降の竪穴住居跡が、中田遺跡で検出されているが、資料はかなり限定される。

墨書・刻書土器 :文字資料中田遺跡から「賢」、「小」、「十一」、「古」、真行寺遺跡群では「□本」、「舘」、

「貴」、「□都」、山の越遺跡「十十万」、「四」、「本」、「千」 P、「供」 P、 中原遺跡群「貞」といった墨書

土器 (中田遺跡の「古」のみ刻書土器)が出土している。刻書土器は土師器羽釜であるが、墨書土器は黒色土

器ないし土師器不に墨書される。いずれも9世紀代から10世紀代の資料である。

皇朝十二銭 :桜畑遺跡で和同開珠が、中田遺跡から貞観永宝が出±。

鍛冶関連遺構 :中田遺跡S B02な どの遺構内から鍛冶関連遺物、鉄滓や羽口片が出土したほか、床面に多

くの小土坑が検出されたので、あるいは鍛冶遺構かと考えられた。しかし、遺構覆土内の水節選別では鍛

造景J片など直接、鍛冶の存在を示す証拠は得られなかった。中田遺跡をはじめ桜畑遺跡、山の越遺跡など

の各遺跡で羽口や鉄製品、鉄滓が出土しており、古代には小鍛冶程度は集落内で行われていた可能性は高

い。桜畑遺跡では銅製品用の増蝸があり、鋳物が行われていたことがわかるが、古代とは限定できない。

中世 :竪穴建物跡群が中田遺跡、真行寺遺跡群、桜畑遺跡、山の越遺跡で検出されている。とくに真行寺

遺跡群、桜畑遺跡、山の越遺跡では土坑群を伴い、これらの内のいくつかは墓墳群を含むと推測される。

竪穴建物跡 :いずれもカマドを持たないが、地床炉かと思われる焼土集中部をもつものとそうでないも

の、柱穴を4基以上竪穴の立ち上がりにそって配置し、石組みや周溝を巡らせるものとそうでないものに

大別される。前者はいずれも恒久的な建物跡で、床面積なども古代竪穴住居跡に匹敵するものも少なくな

い。よって住居的な性格をもったものだろう。後者は住居ではなく、何らかの上屋をもつ倉庫的な性格の

ものだろうか。ただ両者の峻別は現段階では難しかったので、本報告書ではいずれも竪穴建物跡とした。

掘立柱建物跡は真行寺遺跡群や山の越遺跡などでも検出されたが、いずれも数棟ずつと少なく、遺跡周辺

の中世集落景観はほとんどが竪穴建物群によって構成され、部分的に掘立柱建物があると考えられる。

金属製品 :鉄製品では小刀、鉄斧、鋸といった鍛造製品のほか蓋などの鋳造製品と考えられるものも増え

る。唐銭 (開元通宝)や北宋銭が大量に出土する。南宋銭や明銭は少ない。明銭はともかく、開元通宝や

皇宋通宝、元豊通宝、熙寧元宝などの北宋銭は、界出土の模鋳銭鋳型として存在しており、これらが単に

中世を通じて広く流通していたことを示しているのであって、遺跡の年代的な問題に対してはこれらの銅

銭の初鋳年より後であることしか言えない (鳴谷1994)。

焼物・石器 :焼物は中世前期の龍泉窯系青磁碗といった貿易陶磁が多く、古瀬戸などの国産陶器も散見さ

れる。土師器は皿などのごく特定の器種に限られる。また13世紀後半から14世紀代におさえられる珠洲系

須恵質橘鉢が真行寺遺跡群でかなり出土している。古瀬戸卸皿、皿、香炉などの多くはこの時期のもの。

中世後期に貿易陶磁は減少し、古瀬戸や瀬戸美濃の天目茶碗、卸皿などの国産陶器が増える。また在地の

土師器内耳鍋、皿が増加、火鉢や香炉などの瓦質土器も見られる。皿はこの時期はほとんどが左回転のロ

クロ成形である。石臼、台石、石鉢、砥石といった石器も大量に出土している。貿易陶磁は減少したとは

いえ、真行寺遺跡群では明青花 (染付)小皿が出土していて、注目される。

中世遺跡の性格 :以上煮沸具としての内耳鍋、調理具・加工具の石臼、台石、石鉢、砥石や鉄斧、鋸、小

刀などといった鉄製品および関連遺物が出土している。しかし、本調査範囲は当時の集落の中心部分とは

到底思えないので、これを一般化できるかどうかは課題を残すが、現在発掘調査で得られた知見からする

と、祢津の山城の麓にあるという立地を示しているが、環壕などに区画されている状況も見られないの

で、こうした状況を何らかの軍事的な性格によるためとするのは難しいだろう。逆に一般集落の様相が、
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環壕で区画されたような竪穴建物群などと様相が酷似していることに着目すべきかもしれない。

近世 :確実に近世におさえられる竪穴建物跡はない。今回調査された遺跡では、近世以降の建物跡と考え

られるような遺構はない。おそらく集落としては廃絶し、荒れ地か生産域に転換されたものと考えられ

る。
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第 3節 石器および石材の構成の変化

1 はじめに
鳥帽子岳西南麓には中期の久保在家遺跡や後期の成立・寺の浦遺跡を除けばほとんどが縄文時代の典型

的とでもいうべき小規模な数軒で一つの群を形成する集落が縄文時代前期から後期に展開したことが明ら

かにされている。本調査遺跡においても、同様な様相が認められる。

近年、我が国の縄文時代研究においては青森県三内丸山遺跡などの巨大集落遺跡で、非常に遠方の文物

が出土していることから、大規模な交易の存在が推測されているが、今回調査された鳥帽子岳西南麓のよ

うな集落遺跡ではどういった状況であったのかを明らかにした上で、縄文時代の大多数の集落の状況を探

らねば、当然巨大集落の特色も明らかにできないだろう。

そこで、今回の発掘調査遺跡で、多量にかつまんべんなく出土している石器石材の分析を通じて当時の

流通・交易の実体に迫り、縄文時代集落や社会の様相にも接近したい。

2 石器石材の同定
石器石材の同定はその実際をこと細かく説明する紙幅はないので、そのおおまかな同定の過程をここに

示す。まず、遺跡およびその周辺で地山などに含まれ、遺物として大量に含まれる火山岩を調査した。こ

れは肉眼の鑑定の段階で、基質は緻密であるが、所々に斑晶である斜長石や有色鉱物が散見された。よっ

て、いくつかの試料をさらに岩石薄片にし、観察したところ、有色鉱物は輝石であり、名称としては輝石
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安山岩とされるものが大半をしめていることが判明した。この輝石安山岩は鳥帽子岳の露頭でも多く採取

され、板状節理の発達しているものや多孔質のものなど様々である。このほか鳥帽子岳山麓に露頭は知ら

れていないが黒曜石はガラス質で非常に特徴的なので、肉眼で選別が容易であった。

次にこの地山や鳥帽子岳の火山岩とは考えられない石材については、当該地域を含む上小地方などの石

材を研究されている山岸猪久馬氏に鑑定を依頼し、ここで、第 3系の頁岩や凝灰岩などをまず同定した。

しかし、思ったほど第 3系の堆積岩系統の石材は少なく、ガラス質安山岩などの鳥帽子山麓以外の火山岩

やチャー トや粘板岩などの先第 3系の石材が含まれていることが判明した。

まず、前者のガラス質安山岩は考古学的には堤隆らの研究 (堤1994・ 1997、 山本ほか1997)で広 く縄文時代

の石器石材に使用されていることや良好な露頭が佐久市八風山などに存在することが知られておりt堤氏

のご教示などを踏まえ、これら八風山周辺のガラス質安山岩を含む玄武岩などの複数の露頭を踏査 し、岩

石薄片で鉱物や組織の観察も行い同定した (り
|1崎1998a)。 後者はとりあえず第 3系の堆積岩とは区分され

たが、その後先第 3系の岩石の研究者小泉潔氏に鑑定を依頼し、先第 3系の粘板岩と判明した。産地とし

ては関東山地の可能性が指摘された (り
|1崎1998b)。 このほかチャー トなども先第 3系の石材である。

以上のような過程を経て、様々な石材が同定された。こうした石材同定および土器編年の成果に基づき

以下石器石材の組成の変遷を見てみた。

3 石器石材の組成の変遷
石器石材の組成は、資料がまず時間軸が限定されること、および資料数がある一定量存在し、統計学的

に偏 りが少ないものを選んだ。比較は個体数にすると砕片が非常に多く検出されている黒曜石の割合が非

常に多くなることから重量比で行った。また地山にも多く含まれる輝石安山岩や多孔質安山岩は非常に大

型の石器に用いられていて、各時期の特徴が出にくくなるおそれがあるので、省いてある。

よって、本遺跡群周辺の基盤には見られない石材の重量比が第606図 である。基本的に住居跡での石材

の組成比を見ているが、音Б分的に土坑群の資料も含む。今回調査した遺跡群の遺構は前期初頭から後期中

葉までが検出されているので、第606図 も前期初頭から後期中葉までを扱う。

(1)前期初頭

真行寺遺跡群 S B29は 黒曜石が圧倒的に多く、山の越遺跡 S B08は 千枚岩質粘板岩が圧倒的に多い。と

もに資料が少ないので、極端な結果が出た可能性がある。

9)前期中葉

当該期は中原遺跡群をはじめ石器の資料数も多く、量的に安定している。だいたいどの遺構も黒曜石が

過半を占めるが、千枚岩質粘板岩など先第 3系の石材やガラス質安山岩も一定量占める。

0)前期後葉

前期中葉とほぼ同じ傾向で黒曜石が多く、千枚岩質粘板岩がそれに次ぐという傾向が続いている。

に)中期初頭

山の越遺跡 S B21では黒曜石が過半を占めるが、それ以外では千枚岩質粘板岩、硬砂岩といった先第 3

系の石材が主体を占める。この時期も資料的には比較的安定している。

(動中期中葉

いずれの遺跡も石器が量的に多く検出されているわけではないので、資料的な偏 りがある可能性はあ

る。黒曜石が主体の細田遺跡 S B08や 中原遺跡群 S B14と 千枚岩質粘板岩や硬砂岩が主体の細田遺跡SB

28や森下遺跡 S Bl19に分かれる。

“

)中期後葉
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中原遺跡群 S B05は 黒曜石が過半を占めるが、森下遺跡 S B l10や S B 122な どは千枚岩質粘板岩が圧倒

的多数である。ただし、この時期も資料が少なく、偏 りがあるのかもしれない。

仔)後期

後期の住居は中原遺跡群 S B12し かなく、量的には少ないので、それぞれの時期の土坑出土資料を集成

し、まとめた。山の越遺跡は千枚岩質粘板岩が多いが、中原遺跡群では黒曜石が多いとはいえ、千枚岩質

粘板岩・凝灰岩、硬砂岩なども少なくない。後期中葉に搬入された石材としては黒曜石が圧倒的だが、在

地の安山岩も多用されている。

資料的に少ない遺跡や遺構資料では極端な結果が出ていて、対比資料として適当かどうか疑間が残る所

であるが、全体を通して共通する特徴と時期ごとの特徴を指摘できそうである。

まず、全般的に搬入された石材としては黒曜石が圧倒的に多い。これは各器種ごとの石材組成比 (第 607

図)を参照すれば、石鏃をはじめとする小型景J片石器や景J離が連続して施された争j片 (いわゆるRF)や連

続した微細な景j離を有する争J片 (UF)は黒曜石が圧倒的に多く、各時期に安定してこれらの器種が存在

しているためだと考えられる。

次に千枚岩質粘板岩・同凝灰岩・硬砂岩といった先第 3系の石材が目に付 く、これは石匙、スクレイパ

ー、打製石斧といった比較的大型の争J片石器の主体を占めているためだと思われる。これらの器種も各時

期をとおして存在している。

これに、豊富に存在する在地の安山岩を加えればほとんど9割方を占めるものと思われる。ガラス質安

山岩やチャー トはそれほど多くなく、珪質頁岩も散見される程度である。

次に、時期ごとの特徴であるが、前期初頭はともかく中葉以降は黒曜石が支配的である。この時期は磨

石類や台石類が少なく、安山岩も日立たない。

中期初頭はその点、黒曜石の割合が減 り、代わりに千枚岩質粘板岩など先第 3系の石材が増える。これ

は石器の器種に打製石斧やRFが増加することに関係があろう。中葉から後葉は資料的な限界があるの

で、何とも言えないところだが、同じような傾向が続くのであろうか。

その点、後期初頭はさらに千枚岩質粘板岩が増加する傾向にある。中葉以降は争J片石器自体がほとんど

検出されていないので、どのような経過を経るのかは分からない。

3 石器の組成の変化

前項で、石器石材の組成の大まかな流れをとらえたが、ここで石器の器種組成についても概観したい。

土器自体は縄文時代草創期から晩期までほぼまんべんなく出土しているが、遺構に土器などと共伴して

年代が特定され、かつ量的なものが保証されるとなると、縄文時代前期から後期中葉 ぐらいに限定され

る。また、後期は、竪穴住居跡出土の資料が限られ、土坑出土資料が大半なので、当然廃棄された石器の

性格が住居跡とは異なる可能性もある。

しかしながら、石器石材の組成に比べて、器種の組成の変動はそれほど激しくはない。石鏃、UF、 R

Fは各時期とも安定して存在している。あえて着目すれば、中期初頭に打製石斧が増加し、中期後葉には

磨石・台石類が増加する。全般的にそれほど劇的な変動は見られない (第 608図 )。

4 まとめ
石器の器種組成は、中期初頭に打製石斧が増え、中期後葉に磨石、台石が増加するという特徴がある

が、それほど劇的ではない。だから多少の変化はあるのだが、縄文時代前期から後期前半 くらいの鳥帽子

岳西南麓の生業には激変はなかったのであろうか。
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第 3節 石器および石材の構成の変化

それに比べると石器石材は不変的な要素と変動的な要素に分けられよう。前者としては、台石や石皿さ

らに磨石類はほとんどが遺跡周辺に現在も容易に採取できる粗粒の安山岩で作られている。重量比で計算

すれば、本遺跡の過半をこれらの石材が占める。このことは当然といえば当然なので、ここでは流通や交

易の存在を想定し遺跡周辺で容易に採取できる安山岩を除いた石器石材の動向に着目した。安山岩を除い

た石器石材の動向を調べ、以下のような結果が得られた。

(1)小型の争J片石器の素材としては黒曜石が卓越している。

9)大型の争j片石器は黒曜石は少なく、千枚岩質粘板岩、千枚岩質凝灰岩が多く、次いでガラス質安山

岩、チャート、珪質頁岩などが見られる。

と言った点は不変的な当該地域の地理的な特徴に起因するものだろう。

次に、変動的な要素としては、黒曜石が減少すると先第 3系の石材が補完的に入ってきている。それも

石鏃などは黒曜石が圧倒的であり、打製石斧は粘板岩が主体であるから、RFやUFにおける動向がポイ

ントのようである。

ではこれらの石器石材がどこから持ち込まれたと考えられようか。理化学的な産地同定を行った訳では

ないが、黒曜石は和田峠周辺が著名である。黒色頁岩は魚の鱗化石を含むことなどから別所層と考えられ

る (り
|1崎 1998b)。 よって黒曜石および黒色頁岩はいわゆる小県郡の範囲内で供給される可能性が高いとい

えよう。しかし、別所層をはじめとする第 3系の黒色頁岩は極めて少ない。

ガラス質安山岩は佐久市八風山の他には千曲川流域では志久見川周辺のものがあるが、前者の可能性が

高い (り
|1崎1998a)。 ぃずれにしても小県郡内ではまず採集できない。しかし、これもそう多い訳ではな

い。

さらに打製石斧の大半をしめる千枚岩質粘板岩、千枚岩質凝灰岩、硬砂岩はいわゆる先第 3系の石材

で、これらは関東山地系と推測されている (第 609図 )。 この先第 3系の堆積岩起源の石材はチャー トや結

晶片岩といった石材は古 くよりその動きが注目されてはいたが、千枚岩質粘板岩、千枚岩質凝灰岩、硬砂

岩といった石材はあまり着目されてこなかった。筆者の管見によれば佐久平はもとより、上田盆地、善光

寺平まで千曲川水系を沿うように、黒曜石ほどではないが、ガラス質安山岩の分布に匹敵ないしは優るよ

うな広範囲に分布している (第 610図 )註
2・ 3。

従来、黒曜石、チャー ト、ガラス質安山岩といった石鏃、石匙、石錐やスクレイパーといった小型の争J

片石器に多用される石材は広域に動 くことが想定されてきた。その点、大型の争J片石器である打製石斧や

スクレイパーは比較的近郊で容易に得られる石材で補われていると思われてきた。

しかし、以上の分析結果からは、磨石類や台石類は遺跡の極めて近郊で得られているが、それ以外のも

のはすべて黒曜石の産地以上に遠隔の地域から持ち込まれている可能性が高い。黒曜石などはまだ、比較

的近 くに産出する素材で、半径30km以内であるが (律令市1の旧郡内)、 それ以外の石材はそれでは収まらな

い。このことは何を意味しているのであろうか。とくに打製石斧の石材がほとんど地元では供給されてい

ないことが判明しつつある。

つまり、石器石材に関しては、石材は比較的豊富であると一見思われる鳥帽子岳西南麓といえどもほと

んど、当該地域から半径30km以 内ではまかなうことができないのである。また、打製石斧に見られるよう

に、比較的近い場所に別所層などの頁岩が存在しているが極めて稀にしか、持ち込まれていない。

ということは、鳥帽子岳西南麓の集落はいずれも、それ以外の地域の恒常的な供給がなければ維持でき

なかったことを示していると思われる。近年ヒスイや黒曜石の流通や交易が注目されるが、ともすれば、

縄文時代のかなりの文物が交易や流通の存在を前提としているのかもしれない。

これは、鳥帽子岳西南麓のような小規模な集落が連続する地域ではかえって顕著な現象かもしれない。
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第 3節 石器および石材の構成の変化

なぜならば、巨大な集落遺跡であれば、様々に分業して人間を割り振ることも可能かもしれな
いが、むし

ろ小集落ではその地域地域にもっとも適した産物に人間を従事させた方がより合理的であろう。まさに、

縄文時代の小集落は自給自足で、例外的に大集落では分業的であったのだろうと
いうのは、思いこみにし

かすぎない可能性が高い。

こうした検討は今始まったばかりであり、石器石材に関しては産地を同定する客観的な方法
のさらなる

研究が望まれ、土器型式についても考古学的な型式学はもとより理化学的な分析が行われ、そ
の具体像に

迫ってみてはじめてこうした論議が説得力を持つものと思われる。

註2 長野市内の遺跡、旭町遺跡は長野市立博物館山口明氏のご厚意で実見させていただいた。石材についても同市立茶臼山自然史

館の畠山理介氏から粘板岩であるとのご教示を得た。更埴市屋代遺跡群の石器石材につ
いては水沢教子氏、上田市大日ノ木遺跡

は若林卓氏のご厚意により詳細に実見観察させて頂いた。それ以外の遺跡は (川崎1998b)に よる。

註 3 粘板岩・チャートを含む層については (富沢1976)を もとに作成した模式図である。
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撃 :

平成 5年度

調査範囲全景

平成 7年度

調査範囲全景



桜畑遺跡 PL21
左 :S B01002

右 :S B04

左 :S B15

右 :S B18

左 :S B10

右 :S Bll

左 :S K198

右 :SK群

Sグ リッ



PL22 桜畑遺跡
1～ 3 S B03

4～ 10 S B04

1l S B05



桜畑遺跡 PL23
1～ 9 S B06

10 S B07



PL24 桜畑遺跡
S B08

S B09

3～ 6 S B10

S B15

8 S B17

9～ 12 S B18



桜畑遺跡 PL25
l  S K164

2 ・ 3  S K173

4 S D01

5 るつIF

6 須恵器蓋
708

土師器不

9～ 11

土師器甕


